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慶長 5年 [1600]、 初代仙台落主伊達政宗が仙台城の縄張 り始めを行い、城下に仙台のまちづくり

を行つてから、四百年余 りが過ぎ、仙台市は人口100万人を超える東北地方の中心都市となりました。

市の中心部が、近代的なビルの林立する都市化の波にさらされていく中にあって、仙台城跡は市街

地から最も近い緑豊かな場所として、青葉城や天守台といった愛称で、市民から親しまれてきまし

た。

遺跡としての仙台城は、平成 9年度から15年度まで行われた本丸石垣修復工事に伴う発掘調査や

平成13年度から始められた国庫補助による学術調査によって、中世の山城であった千代城、そして

伊達氏の居城としての全容が徐々に明らかとなってきました。

これらの発掘で新たに判明した複数の時期に亘る石垣構築の変遷や、ヨーロッパ産のガラスや金

銅金具等の貴重な出土品などから、仙台城跡は平成15年 8月 、我が国の近世を代表する城郭遺跡で

あることが評価され、国の史跡に指定されました。これを契機として、仙台城跡の保存管理及び整

備に向けた、仙台城跡整備基本計画が策定される等、仙台城跡の様々な魅力を引き出すための取 り

組みが始まっております。

こうした中で、平成18年度は本丸御殿の主要な建物である大広間跡の周辺を中心とした発掘調査、

三の丸巽門跡周辺の発掘調査が行われました。大広間跡に関する調査は今年度で 6年 目を迎え、北

東周辺における塀跡などの区画施設を発見し、大広間と他の建物や庭園などの位置関係を考えてい

く上で大きな成果が得 られました。また、昨年度に引き続き大広間よりも古い玉石敷きを発見し、

大広間完成以前の遺構の拡がりが明らかになりました。

巽門跡周辺の調査では、近代に埋没したとみられる堀跡の北岸と西岸を確認し、南北幅が35m以

上、深さが現地表面より6m以上となる大規模なものであることが明らかになりました。

今回の調査事業及び調査報告書の刊行にあたり、多 くの方々からご指導、ご協力を賜 りましたこ

とを深く感謝申し上げますとともに、本報告書が研究者のみならず市民の皆様に広く活用され、文

化財保護の一助 となれば幸いです。

平成19年 3月

仙台市教育委員会

教育長 奥山 恵美子
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1.本書は、仙台城跡の平成184度遺構確認調査及び史料調査の報告書である。

2.本調査は、国庫補助事業である。

3.本報告書の作成とこあたり、次のとおり分担した。

本文執筆  鹿野仁子 (I・ Ⅱ ,Ⅲ章)

鈴木 隆 (Ⅳ・ V・ Ⅵ・Ⅷ章)

渡郡 紀 (Ⅶ章)

編集は、渡部・鈴木がこれにあたつた。

4.土壌サンプル分析は仰古環境研究所に委託した。

5,本書中の地形図は、国土地理院発行の 1:醐,000『仙台』と1:lα000地形図『青棄山』の一部を使用している.。

6.遺構図の平面位置図は平面直角座標系X(日 本測地系)を用いており、文中で記した方位角は真北線を基準と

し、高さは標高値で記した。

7.遺構略号は、全遺構に通し番号 (国庫補助調査による検出遺構番号 :KS― )を付した。

8.本報告書の上色については、F新版標準土色帳』(古山・佐藤 :1970)を 使用した。
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I はじめに

平成18年度は、仙台城跡遺構確認調査第 2次 5カ年計画の 1年次にあたり、下記の体制で臨んだ。(敬称略、順不同)

調査主体   仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課仙台城史跡調査室)

発掘調査、整理を適正に実施するために調査指導委員会を設置し、指導・助言を受けた。なお、平成18年 10月 をもっ

て調査指導委員会の任期が終了したため、同年11月 から新たに調査指導委員会を組織した。

委 員 長   齋藤 鋭雄 (宮城県農業短期大学名誉教授 近世史)

副委員長   岡田 清― (東北福祉大学教授 中世史 )

委  員   鈴木  啓 (福島県考古学会会長 考古学)〔平成18年 10月 まで〕

西  和夫 (神奈川大学教授 建築史 )

北垣聰一郎 (奈良県立橿原考古学研究所共同研究員 石垣。城郭研究 )

千田 嘉博 (奈良大学文学部助教授 城郭考古学)〔平成18年 10月 まで〕

藤沢  敦 (東北大学特認助教授 考古学)〔平成18年 11月 か ら〕

岡崎 修子 (lul仙 台ひと 。まち交流財団仙台市山田市民センター館長)〔平成18年 11月 か ら〕

仙台城跡調査指導委員会開催 日

第15回 :平成18年 11月 10日  第 1次 5ヵ 年計画成果報告 。第 2次 5カ年計画報告・第16次調査中間報告

第16回 :平成19年 3月 23日  第 15。 16次調査最終報告・追廻調査報告

(仙台城跡の調査指導会を平成18年 7月 12日 に実施し、平成18年度調査計画報告・第 1次 5カ年計画成果報告 。第

15次調査成果報告を行った。)

発掘調査及び遺物整理にあたり、次の方々からご協力をいただいた。

宮城県護国神社

資料提供  宮城県図書館、働斎藤報恩会、仙台市博物館

さらに、下記の諸機関の方々から適切な御教示・御協力をいただいた。

本中 員、坂井秀弥、自崎恵介 (文化庁文化財保護郡記念物課 )、 後藤秀一、笠原信男、(宮城県教育庁文化財保護課 )、

須藤 隆 (東北大学 )、 北野博司 (東北芸術工科大学)、 関根達人 (弘前大学)

藤沢 敦、高木暢亮、柴田恵子 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター )、 鈴木裕子 (株式会社 四門)

佐藤 洋、高橋あけみ、菅野正道、齋藤 潤 (仙台市博物館 )

調査担当 文化財課      参事兼課長  阿部  功

主幹兼仙台城史跡調査室長  金森 安孝

主任  熊谷 俊朗

主任  渡部  紀

主事  鈴木  隆

文化財教諭  鹿野 仁子

調査参加者  相澤 守、相澤美佐子、天野美津枝、伊藤竜子、伊藤美代子、内山陽子、遠藤誠子、太田裕子、

小野寺美智子、小山政志、菅家婦美子、木幡真喜子、小林正夫、古山友子、佐藤悦子、佐藤 央、

庄司明美、菅野 元、清藤智子、瀬川和代、大黒洋一郎、高野誠一、高橋弘子、竹内美江子、田

中世津子、田中春美、対馬悦子、永野くみ子、畑田 峻、畠山昌子、菱沼みのり、星野宗行、堀

内泰子、増田瑞枝、三上 剛、三嶋典子、山田君代、結城龍子、吉田秘紹子、渡遇 優
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城館跡 15 茂庭西館跡 窯 跡 西台畑板揮群 」囲条里遺跡

1

仙台城跡 茂庭けんとう城跡 需巻杉派窯跡 黎 罠町駅裏古碑 富沢遺跡

天―然記念物青葉山 (網かけ部分 17 g沢館跡 30 修添東窯跡 45 老地古碑群 ω 山口遺跡

2 若林城跡 沖野城跡 31 こ城中学校北窯跡 46 ζ基神社板碑 下ノ内浦遺跡

3 北 目城跡 日辺鱚跡 与兵衛沼窯跡 その他の中 。近世の主な遺跡 六反田遺鱗

4 E館跡 20 今泉遺跡 板碑・石碑 切 と田団地東南遺琳 63 元袋遺跡

5 奏ヶ崎城跡 21 小館 (古館) 跡 熊沢蒙古の碑 48 甦野 A遺跡 64 下 ノ内遺跡

6 Jヽ鶴城跡 寺院・墓所 34 東昌寺裏経石出土地 49 山台東郊条里跡 65 伊古田遺跡

7 郎六効 22 篤済院跡 殿不動慈文永十年板碑 カナクソ遺跡 66 王ノ瑾遺跡

8 箇岡城跡 23 林子平墓 郷六大 日如来の碑 有小泉遺跡 67 皿屋敷造跡

9 郎六御殿跡 24 径ケ峯伊蓮家墓所 大梅寺建武の碑 52 養種園遺跡 大野田古噴群

∃分鞭館跡 神社 郷六建武碑 53 即堂平遺跡 欠ノ上 1遺跡

11 南目城跡 東照宮 39 川内古碑群 町田遺跡 70 高田 B遣跡

12 谷地館跡 大崎八幡宮 拇 片平仙台大神宮の板碑 55‐ 化前遺跡 入ツ ロ遼 跡

13 茂庭大館跡 27 亀岡八幡宮 電越石嫁 56 レ土手 (鹿除土手)

盛館跡 熊野新宮社宿坊跡 42 障薬師古碑群 57 山田上ノ台遺跡

第 1図 仙台城跡と周辺の遺跡



Ⅱ 仙台城跡の概要

1.仙 台城跡 の地 理 的環境 と現況

仙台城跡は仙台市街地の西方に位置し、青棄山丘陵及びその麓の河岸段丘部分を中心に城域が形成されている。

青葉山丘陵は東を流れる広瀬川に向かい迫 り出し、広瀬川とその支流の竜ノロ渓谷の浸食により高さ70mほ どの断

崖を形成してお り、その丘陵上の平場 (標高115～ 117m)に仙台城の本丸は位置する。本丸の規模は、東西斃 5m、

南北267mを計 り、南側は落差約Юmの竜ノロ渓谷、東側は広瀬川に落ちる高さ約70mの 断崖に守 られた天然の要害

となってお り、比較的傾斜の緩やかな本丸北側には約17mの 高さを有する石垣が築かれている。尾根続きとなって

いる本丸西側には御裏林と呼ばれた森林が広が り、貴重な自然が残るために国指定天然記念物青葉山となっている。

御裏林跡では、 3条の大規模な堀切などが確認されている。本丸跡の麓部の河岸段丘には二の丸跡と二の丸跡が位

置しており、二の丸跡は仙台上町段丘面、三の丸跡は仙台下町段丘面と高度を下げている。蛇行する広瀬川に西か

ら二本の大きな沢が走 り、この沢に挟まれ御裏林を背にした場所に二の丸跡が位置する。二の丸跡東側に位置する

大手門跡付近には、約 9mの 高さの石垣が残 り、その南側には大手門脇櫓が昭和翌年に復元されている。さらに低

位に位置する三の丸跡は、外郭を水堀と土塁に囲まれ、門跡付近には石垣が残存している。三の丸跡の東側、河岸

段丘の最も低位に位置する追廻地区の広瀬川護岸部分には、260mに及ぶ石垣が残存している。

2.仙 台城跡 の歴 史 的背景

仙台城は、初代仙台藩主伊達政宗によって造営された城である。関ヶ原の戦い直後の慶長 5年 [1600]12月 斃 日、

城の縄張 りが開始され、翌年 1月 から普請に着手、工事は慶長 7年 [1602]5月 には一応の完成をみたとされてい

る。築城当初は「山城Jで ある本丸を中心とする城郭であったが、政宗の死後、二代藩主忠宗が山麓部に二の丸の造

営を開始する。寛永年間以降はこの二の丸が藩政の中心となり、三の丸・勘定所 。重臣武家屋敷などが一体 となっ

て城域を形成していた。残された絵図などからみると、本丸への登城路は、大手門を通って中門を経て本丸詰門に

至るものと、巽門、清水門、沢門を通るものがある。

絵図や文献などによれば (註 1)、 本丸には詰門を入った東側に天皇家や将軍家を迎えるための御成門があり、華

麗な障壁画や欄間彫刻に彩 られた大広間を中心とする御殿建物群が存在していた。東側の城下を見下ろす崖面に造

られた懸造、さらには能舞台・書院など、上方から招いた当代一流の大工棟梁 。工匠・画工等によって造 られた桃

山文化の集大成といえる建物群が威容を誇っていたと考えられている。西脇櫓 。東脇櫓・艮梧・巽櫓は二重の櫓で

あつたが、正保 3年 [16益 ]4月 の地震によって倒壊 したとする記事がみられ (註 2)、 以後復興されずに明治を

迎えたものとされている。

本丸の建物群は江戸時代の度重なる災害に加え、明治維新後の取 り壊 しなどにより失われ、二の丸の御殿群も明

治15年 [1882]の 大火によって焼失した。唯一仙台城の面影を伝えていた国宝の大手門及び脇櫓も昭和20年 [1%5]

7月 、太平洋戦争による米軍の空襲によって焼失した。 晏

現在では、本丸北壁や随所に点在する石垣、本丸西側の

堀切、三の丸の周囲を囲む堀と土塁などが往時の仙台城

を偲ぶ貴重な遺構 となっている。また、伊達氏による仙

台城築城以前にこの地域をおさめていた国分氏の居城

「千代城」に関する16世紀代の文献記録も残ってお り (註

3)、 中世山城が存在していた可能性も指摘されている。

第 2図 焼失以前の大手門と脇櫓 (1935年 頃)
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3.仙 台城跡 の発 掘調査

仙台城跡のこれまでの調査には、昭和58年 [1983]か ら継続的に実施されている東北大学構内の施設整備に伴う

二の丸跡の発掘調査 (註 4)と、仙台市博物館の新築工事に伴って昭和58・ 59年 [1983・ 1984]に実施された三の丸

跡の発掘調査 (註 5)があり、本丸跡では石垣修復工事に伴う発掘調査が第 1次発掘調査である。

本丸北壁の石垣は昭和30年代から変形が目立ち始め、防災上の観点から石垣修復工事が平成 9年 [1997]度 から

実施されている。(註 6)こ の石垣修復工事に伴う本丸 1次発掘調査は、平成 9年 [1997]7月 から石垣解体に先行

する事前調査と、翌年10月 から開始 した解体工事と並行する発掘調査からなっている。解体工事は平成12年 [2000]9

月に石材9,1∞石と、Ⅱ期石垣1必石の解体をもって終了し、石積工事を同年12月 か ら開始 し、平成16年 [20M]3月

に工事が終了した。

石垣解体に伴う発掘調査により、現存石垣 (Ⅲ 期石垣)背 面より二時期にわたる旧石垣 (I期・Ⅱ期石垣)が検出さ

れ、石垣基部の調査や石垣断面構造の記録化により、I期からⅢ期までの石垣の変遷や構造を確認した。石材調査で

は各種の刻印や朱書、墨書などを多数検出し、矢穴や石材加工技術の変化も確認している。石垣は表面の「石積み」様

式の変化とともに、背面の土木工法の変容が顕著であり、発掘調査で石垣背面の土木工事の痕跡を考古学的な手法に

よつて層位的に精査 し、盛土の重複関係や採集遺物の分析からみた石垣変遷を、文献調査との照合により大別してい

る。築城期には、旧地形や中世山城「千代城Jの縄張 りを利用 して斜面を切 り土しなが ら石垣を構築 (I期 )し 、地震に

よりこの石垣が倒壊した後、築城期の石垣形状を一新する修復工事が行われて石垣が再構築 (Ⅱ 期)さ れ、その後の地

震によりこのⅡ期石垣も倒壊 し、現存石垣に全面改築 (Ⅲ期)さ れたとして検討を重ねている。(註 7)

註 1『仙台城下絵図』 (寛文4年 [1664]宮城県図書館蔵)や『肯山公造制城郭木写之略図』 (四代藩主綱村時代、17世紀後
半 (推定)宮城県図書館蔵)には本丸御殿の建物群が描かれ、『貞山公治家記録』にも大広間の記事が散見できる。建物群
の考察については、佐藤巧「仙台城の建築J(イ山台市教育委員会『仙台城』1967)。 「イ山台城館および周辺建物復元考J(イ山台
市博物館『調査研究報告第 6号』1鋸6)・ 伊東信雄「仙台城の歴史」・三原良吉「仙台城年表」 (イ山台市教育委員会『仙台城』
1%7)な どがある。

註2 義山公治家記録、正保 3年 [1646]4月 28日 條
註 3 貞山公治家記録、慶長 5年 [1600]12月 24日 條
註4 東北大学埋蔵文化財調査年報 1～ 17(東北大学埋蔵文化財調査センター1985～2002)

註 5 発掘調査報告書『仙台城三ノ丸跡』 (イ山台市教育委員会1983)

註6 仙台城跡石垣修復等調査指導委員会 (平成13年度に仙台城石垣修復工事専門委員会と改編)資料・議事録 (仙台市建
喜宅帰〕1997-2003)

註7 本丸 1次発掘調査成果に係る主な参考文献 金森安孝「仙台城本丸跡の発掘調査」 (『考古学ジャーナル442号 』1999)。
金森「仙台城本丸の発掘と出土陶磁」 (『貿易陶磁研究No.19』 1999)。 金森/我妻仁「仙台城本丸跡 築城期及び修復石垣の発
見」 (『考古学ジャーナル4関号』2000)・ 我妻 「仙台城本丸跡石垣の背面構造と変遷J(『宮城考古学第 2号』2000)・ 金森 「仙
台城本丸跡石垣修復に伴う発掘調査J(『 日本歴史第6%号』2000)・ 我妻「仙台城本丸跡石垣における階段状石列の構造と役
割 (予察)」 (『宮城考古学第 3号』2001)・ 金森/我妻「仙台城本丸跡Ⅱ期石垣の発掘調査―現存石垣の構築技術―」 (『考古学
ジャーナル474号 』2001)・ 金森/根本光一 「仙台城石垣の石材調査」 (『考古学ジャーナル靭 号』2002)。 伊藤隆「仙台城石垣
の石材調査」 (東北芸術工科大学『石垣普請の風景を読む』2003)・ 金森『仙台城本丸跡、1次調査 第 4分冊 石垣図版編』
(仙台市教育委員会 2004j

本丸北壁石垣北東角部
Ⅱ期)検出状況 (北東から)

第 7図 本丸北壁石垣背面
階段状石列検出状況 (北西から)

第 6図
旧石垣 (I



Ⅲ 調査計画と実績

平成18年度は、仙台城跡遺構確認調査の第 2次 5カ年計画 1年次にあたる。昨年度までの第 1次 5ヵ 年計画では、

国指定史跡仙台城跡の全体像を把握することを目標として、遺構の遺存状況、種類、規模、配置等の確認を目的と

する遺構確認調査と、石垣の破損状況や石積みの特徴を確認することを目的とする石垣現況調査、測量調査を実施

してきた。また、これまで 5年次にわたる調査により、本丸大広間跡や巽櫓跡、本丸での遺構現況調査などを行っ

てきた。

第 1表 これまでの調査実績

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間

第 1次 大広間跡 (1次 ) 185調だ 平成 13年 9月 17日 ～12月 27日

第 2次 清水門跡付近石垣 2101n(立 面 ) 平成 13年 H月 30日 ～平成 14年 2月 13日

第 3次 大番士土手跡・御守殿跡 。懸造跡 1,400コざ 平成 14年 5月 20日 ～平成 15年 1月 31日

第 4次 巽櫓跡 110� 平成 4年 5月 20日 ～ 8月 31日

第 5次 大広間跡 (2次 ) 470コ正 平成 4年 8月 5日 ～ 12月 20日

第 6次 仙台城跡 (全域 ) 糸9145ha 平成 5年 5月 7日 ～ 8月 8日

第 7次 大広間跡 (3次 ) 258∬ 平 成 5年 8月 4日 ～ 2月 25日

第 8次 登城路跡 Ｚｍ 平成 15年 11月 12日 ～ 2月 25日

第 9次 広瀬川護岸石垣 50∬ (立面 ) 平成 15年 12月 9日 ～平成 16年 2月 5日

第 0次 大広間跡 (4次 ) 397� 平成 16年 7月 20日 ～ 2月 24日

第 t次 登城路跡・広瀬川護岸石垣 349ロド (立面) 平成 16年 12月 18日 ～平成 7年 3月 31日

第 2次 大広間跡 (5次 ) 446111 平成 17年 5月 26日 ～ 0月 19日

第 3次 三の丸堀跡 (1次 )
２ｍ 平成17年■月 1日 ～ 2月 22日

第 4次 中門北側・広瀬川護岸石垣 627r百 平成 18年 1月 16日 ～ 1月 20日

第 2次 5カ年計画では、引き続き、国指定史跡仙台城跡における全体像の把握を目的として、遺構確認調査と石

垣現況調査、測量調査、絵図等の資料調査などを実施する予定である。今年度は、本丸大広間周辺及び三の丸巽門

跡周辺における遺構確認調査を実施した。発掘調査費については総経費36,532千 円、国庫補flD額 18,266千 円との内示

を受けたことから、以下の調査計画を立案 した。

第 2表 調査計画表

調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間

第 15次 大広間跡 (6次 ) 230n下 平成18年 5月 22日 ～ 8月 31日

第 16次 三の丸堀跡 (2次 ) 472rだ 平成18年 9月 1日 ～H月 30日

これまで、本丸では 5次にわたる調査により、仙台城本丸御殿の中心的建物である大広間の礎石跡や雨落ち溝跡

などを検出し、大広間建物跡の位置及び規模 (東西33.5m、 南北26.3m)を 確認した。また、大広間の西側に位置す

る往l成門跡の礎石や、そこから大広間跡に延びる通路跡と考えられる石敷き遺構を検出した。さらに大広間の北側

では、大広間に先行する、石敷きを伴う礎石建物跡を一棟、確認した。

第15次調査は、大広間跡の北東角および北東周辺 (1区 )、 南東角 (2区 )における遺構確認等を目的として実施

した。調査では、大広間雨落ち溝跡北東角、南東角を検出した。また、大広間内部の整地層直下より、石敷き遺構

を検出した。石敷きは大広間跡内部から雨落ち溝跡の外側にも分布 してお り、昨年度の調査成果と合わせて大広間

に先行する遺構の拡が りが明らかになった。大広間跡の北東周辺では暗渠や塀跡等と考えられる溝跡 5条を検出し

た。これらには時間的な変遷が認められ、大広間とその周辺の建物や庭園などとの位置関係や御殿全体の配置を検

討する上で重要な成果である。遺物は、瓦・磁器 。陶器・金銅金具・鋼釘などが出土した。



第16次調査は、三の丸巽門跡東側周辺の遺構確認を目的として実施した。堀跡の調査 (1区)では、堀の北岸と

西岸を確認し、北岸・西岸ともに杭列を検出した。堀の規模は、南北幅が35m以上、深さが現地表面より6m以上

となる大規模なものであることが明らかとなった。土塁の調査 (3区)では、土塁の積み土を検出し、異なる土を

版築状に積んでいることを確認した。遺物は、瓦・磁器・陶器・木製品・鉄製品などが出土した。特に 3区では、18

世紀後半から19世紀前半を主体とする良好な遺物包含層が確認された。

第 3表 調査実績表

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間

第 15次 大広問跡 (6次 ) 3■∬ 平成 18年 6月 1日 ～ 8月 4日

第 16次 三の丸堀跡 (2次 ) 522』ざ 平成18年 9月 1日 ～H月 30日
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第 3図 仙台城跡遺構確認調査・調査区位置図 (1/5,000)



Ⅳ 第15次調査

1.調 査 目的及 び調 査 経 過

第15次調査は、大広間跡の北東角および北東周辺 (1区 )、 南東角 (2区)における遺構確認を目的として平成18

[20CX3]年 6月 1日 から同年 9月 30日 まで実施 した。調査面積は、青葉山公園として管理されている仙台市有地内の

311∬ である。大広間跡に関する調査としては第 6次にあたる。

調査 目的は、①大広間北東側周辺における遺構確認、②昨年度調査で大広間の北側より確認された、大広間に先

行する石敷きを伴う礎石建物跡に関連する遺構の確認、③大広間南東角および周辺の遺構確認の 3点である。

調査区の設定や調査前の現況写真撮影、遺物の表面採集等の後、5月 斃 日から安全フェンスを設置し、6月 1日 か

ら重機による表上の除去作業を開始 した。人力による遺構面の検出作業は 6月 1日 から開始 した。電気ケーブルや

水道管を埋設した際の掘 り方といった極めて新 しい時期の遺構である、撹乱の除去作業に伴い、その壁面および平

面の精査を行いながら明治時代以降の整地層であるⅡ層を除去 し、江戸時代の盛土層または整地層であるⅢ層の上

面で遺構検出作業を行った。

調査では、大広間雨落ち溝跡北東角、南東角を検出した。また、大広間内部の整地層直下より、石敷き遺構を検

出した。石敷きは大広間跡内部か ら雨落ち溝跡の外側にも分布 している。雨落ち溝跡北東角の北30cmで は、これ ら

の石敷きを伴う礎石を 1基検出してお り、昨年度検出した礎石建物跡 と一連のものと考えられる。これにより、大

広間に先行する遺構の拡が りが明らかになった。大広間跡の北東周辺では暗渠や塀跡等と考えられる溝跡 5条 を検

出した。これ らの間には時間的な変遷が認められ、大広間とその周辺の建物、庭園などとの位置関係や御殿全体の

配置を検討する上で重要な成果である。遺物は、磁器、陶器、土師質土器、金銅金具、銅釘、瓦などが出土 した。
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第 9図 仙台城本丸跡北部・大広間跡調査区位置図 (1/1,000)
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第15次調査は、平成18年 3月 23

日の第14回仙台城跡調査指導委員

会において、調査箇所や目的、方

法について了解を得て実施した。

7月 4日 に宮城県、7月 11日 仙台

城跡調査指導委員の現場指導を受

け、平成18年 7月 12日 に開催され

錘訂■―■■ ‐■■■
第10図 調査前状況 (北から)

た仙台城跡調査指導会において、調査成果の中間報告を行い了承を得た。7月 20日 に記者発表、7月 22日 に現地説明

会 (ЪO名参加)を実施 した。8月 2日 には調査区の埋め戻しやフェンス撤去等の作業を終え、調査箇所は現状に復

した。平成19年 3月 23日 に第16回仙台城跡調査指導委員会を開催し、調査成果の最終的な確認を行った上で、本報

告書を刊行するに至った。

2.旧 地 形及 び基 本 層序

大広間周辺の原地形をみると、その北側前方に中世千

代城の虎口跡が検出された尾根の張 り出しがある (第 12

図)。 この尾根線は、御成門跡付近か ら大広間跡の北西

角部を通 り北東方向へ延びるもので、大広間のある平場

の地形は、本来東へ向けて緩やかに傾斜 していたものと

考えられる。

基本層は、 I層 (現表土 )、 H層 (近代以降の整地層 )、

Ⅲ層 (近世の整地層 )、 Ⅳ層 (地山直上の旧表土層 )、 V

層 (地山)に大別される(第 4表 )。 以下、概要を記す。

Ⅱ層はa～c層 に細分 した。Ⅱa、 Ⅱb層 は、一部 白色粘土

※虎口跡・通路跡は千代城期の遺構

第 12図 本丸跡北部平面模式図 (旧 地形と検出還構 )

ブロックを含む近代以降の盛土層で特に 2区 に分布する。Hc層 は、大広間雨落ち溝廃絶直後の盛土層である。1、 2

区ともに分布するが、2区でより厚 く堆積 している。上面は硬 く締まってお り、一定期間路面であったと考えられる。

Ⅲ層は 1区の大広間外側に堆積する盛土層のⅢ-1層、Ⅲ-2層 と 2区を中心に確認されたa～d層 とに細分した。Ⅲ―

1層は近世期の最も新しい盛土層で、その上面はKS-03・ IX3(東西方向の塀跡)や KS―網5(暗渠状遺構)の検出面で

ある。Ⅲ-2層 はV層 またはⅣ層の直上にのる整地層で、KS-4C4・ 拇7(南北溝跡)の検出面である。大広間に先行する

石敷き遺構もこの層の上面で構築されたものと推測される。Ⅲa層はⅡ層直下にみられる旧表土層で、特に 2区 にお

いては層厚10～ 15cmと 一定の厚さで堆積 している。一部雨落ち溝縁石抜き取 り後のくばみ内にも堆積していること

から、大広間廃絶時からⅡc層 が堆積するまでの旧表土層であつたと考えられる。Ⅲb層 は 2区でのみ確認された盛

第11図 調査前状況 (南から)

第15次調査区

第 4表 第15次調査基本層注記表

構
号

遺
番 遺構 層位

土 色
土質

土 ′
陛

備 考
土色No 土色 雅‖ しまり

基

本

層
序

I 10YR3ρ 黒褐色 砂質シル ト 呪表土周

10YR5る 黄褐色 砂質シル ト 強 白色粘土ブロック、礫を多量含む

Ⅱ b 10YRV3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 中 暗褐色砂質ンル トブロック 礫を多量含む

■ c 10YR3狛 暗掲色 砂質ンル ト 有 中 ワJ黄褐色粘質シル トブロックをやや多く含む。炭化物を多量含む .

7うY5る 明褐れ 粘 質 ンル ト 強

Ⅲ 2 10YR6/S 明Jt褐 色 シル ト質粘寸 強 にぶい☆栓色粘質ンル トをまだ ら状に含む。 V周上をブロック状に多量含む。

10YR4胸 傷色 砂質ンル ト 弱 旧表土層

Ⅲ b 10YR4る 褐色 砂質シル I 強

10YR7/8 黄橙色 ル ト質粘 1 強 7 5YR4る褐色粘士ブロックをやや多く含む

10YR4/3 に ゞい黄褐色 砂質シル ト 中

Ⅳ 10YR4′3 にぶい黄褐徹 粘 質 シル ト 中 φl～5 の炭化物粒を多見含む。旧表土脳

10YR7/8 黄橙色 ル ト質粘寸 右 Hl山 用



土層である。この盛土により、大広間内部の整地面と雨落ち溝上面との間にあった10c皿 程の段差を埋め、その上面

から雨落ち溝を掘 り直していることが確認された。Ⅲc層は、2 EXlで確認された大広間跡内部の整地層である。地山

土を主体 とする。1区 における大広間内部の整地層 (Ⅲ e層)に対応する (Ⅲ e層 については 「仙台城跡 6」 参照)。

Ⅲd層 は 2区北部の大広間の外側に分布する盛土層で層相は異なるが 1区 Ⅲ-1層 に対応する。

Ⅳ層はV層 (地山)上面に堆積した旧表土層とみられ、1区東側でのみ検出された。Ⅳ層上面では焼土遺構 (KS―

411)や溝跡 (KS-410)な どが一部面的に検出されている。断面観察でも、Ⅳ層上面およびV層上面でそれぞれ遺

構が確認されてお り、いずれも中世以前のものと考えられる。

3.検 出遺構

(1)大広間跡

大広間礎石跡 (KS-133、 426、 132、 425、 166、 多り 、雨落ち溝跡 (KS 53)イこついて記述する。

・KS-133礎石跡  1区、大広間落縁の北東角に位置する。礎石は無く、根固めのみが検出された。検出面はⅢe層上

面である。平面形は、南側大部分を撹乱に切 られているがほぼ円形であったと推測される。規模は、東西110cm以

上、南北30cm以上、深さMcm以上である。根固め石は、径 5～ 10cmとKS4鏑 とこ比べて小さく、多くが埋土下部に

みられる。埋土はⅢe層土に極めて類似 している。KS-426と KS-133は、その検出位置から、ともに大広間落縁の北東

角にあたる。撹乱のため直接の切 り合い関係は無いが、根固め石の大きさの違いとその位置関係から、両者には時

間差があったものと考えられる。後述するが、大広間南東角では 2基の礎石跡に切 り合い関係が確認された。

・KS-426礎石跡  1区、大広間落縁の北東角に位置する。礎石は無く、根固めのみが検出された。検出面はⅢe層上

面である。平面形は、北側大部分を境乱に切 られているがほぼ円形であつたと推測される。規模は、東西70cm以上、

南北20cm以上、深さ25cm以上である。根固め石は径 5～25cmで、一部Ⅲe層上面より露出した状態で検出された。

・KS-132礎石跡  1区KS-426の南約1.8mで検出された。大広間落縁東辺に位置する。礎石は無く、根固めのみが検

出された。検出面はⅢc層上面である。平面形は、不整円形である。規模は東西79cm、 南北70cmで ある。根固め石

の大きさは面的な検出に止めているが、径 5～20cmの ものが確認されている。

・KS-425礎石跡  1区KS-132の南約 2mで検出された。大広間落縁東辺に位置する。礎石は無く、根固めのみが検

出された。KS-251(近代溝状遺構)の壁面で検出されてお り、遺構上部のほとんどが削平されている。規模は、東

西38cm以上、南北51cm以上である。根固め石の大きさは径 5～ 10cmである。

・KS-166礎石跡  2区、大広間落縁の南東角に位置する。礎石は無く、根固めのみが検出された。検出面はⅢb層

上面である。平面形は不整円形である。規模は東西100cm以上、南北99cm以上である。根固め石の大きさは径 5～

15cmである。南東に隣接するKS-242礎石跡を切る。

・KS 242礎石跡  2区、大広間落縁の南東角に位置する。礎石は無く、根固めのみが検出された。検出面はⅢc層上

面で、Ⅲb層 に覆われる。平面形は不整円形である。規模は東西140cm以上、南北110cm以上である。根固め石の大

きさは径 5～25cmで ある。北西に隣接するKS-166礎石跡に切 られる。

・KS-53雨 落ち溝跡 今回の調査では、北東角 (1区 )お よび南東角 (2区 )を検出した。縁石はほとんど抜き取

られており、両縁石の間に充填されていた玉石のみが帯状に検出された。今回の調査でも特に 2区において、昨年

度と同様、雨落ち溝跡に掘 り直しによる改修の痕跡が確認された。

2区西壁の観察か ら、雨落ち溝に 2つの掘 り方を確認した。それぞれ、Ⅲc上面、Ⅲb上面と掘 り込み面が異なり、

時間差が認められた。

古段階の掘 り方はⅢc層上面を掘 り込み面とする。この段階では、雨落ち溝から大広間内部にかけて高さ10cmほ

どの段差がみられる。2区の雨落ち溝南辺より検出された 6石の縁石は、帯状に残る玉石の上面より、いづれも10～

15cm低 く、かつ面的にほぼ水平で内側の面も揃っていることから、雨落ち溝古段階の縁石であると推定される。縁
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石は割 り面または平坦な自然面をもつ石材で、周囲には形状を整えるための剥離痕が複数認められる。

新段階の掘 り方はⅢb層 上面を掘 り込み面とする。この段階の埋土は、おおむね縁石抜き取 り後に堆積 したⅢa層

に切 られ、わずかに残されている。Ⅲb層 の堆積によって、雨落ち溝と大広間内部の整地層との間にあったレベル差

は無 くなってお り、これに伴い縁石、玉石ともに少なくとも20cm程度かさ上げされたものと推沢1さ れる。

・KS M素掘 り溝跡  1区西寄 りの箇所で雨落ち溝を東西に切る境乱の底面で長さ90cmを検出した。上部を雨落ち

溝の掘 り方に切 られてお り、掘 り込み面は不明である。規模は、上端幅25cm、 下端幅15cm、 深さ18cm以上である。

断面形は、底面がほぼ平坦で壁がやや外傾して立ち上がる逆台形を呈する。埋土は地山土を含む人為堆積土である。

これ らの特徴か ら、これまで大広間西辺、北辺で検出されてきたKS-84素掘 り溝跡に連続するものと判断した。埋

土中より遺物の出土は見 られなかった。

(2)大広間北東周辺の検出遺構

ここでは、1区大広間北東周辺より検出された、大広間建物跡と基軸を同じくする遺構を一括 して扱 う。 これ らの

遺構には時間的前後関係が認められる。検出面の古い順に記述する。

・KS-407溝跡 大広間雨落ち清北東角から東約5.5mで検出された南北方向に延びる溝跡である。調査区の北端から

南端の壁面でも確認されており、全長約145mを検出した。その軸線は大広間南北軸線にほぼ平行する。規模は、上

端幅約 100cm、 下端幅約60cm、 深さ35cm以上である。断面形は、壁が湾曲して立ち上がるU字形を呈する。埋土は 1

層であることか ら、比較的短期間に埋没したものと考えられる。

・KS-404溝跡 KS拇 7に ほぼ平行 して、その東約 3mで検出された南北方向に延びる溝跡である。KS 407と 同様、

掘 り込み面はⅢ-2層 上面で、Ⅲ-1層 に覆われる。調査区の南端でも確認されてお り、全長約8.5mを 検出した。規

模は、上端幅約200cm、 深さ40cm以 上である。断面形は、壁が湾曲して立ち上がるU字形を呈する。埋土は 1層であ

ることから、比較的短期間に埋没したものと考えられる。

・KS-406塀跡 雨落ち溝跡北東角の東約 2mで検出された、東西方向に延びる塀跡である。検出面はⅢ-1層 上面で

ある。約35m分 を検出した。雨落ち溝跡北辺ラインの延長線上に位置するが、その西端でKS-405に切 られる。 しか

し、撹乱の壁面観察によりそこから西へは延びないものと考えられる。

規模は、上端幅推定70cm、 深さ約対cmで埋土中央に幅10cmの柱痕跡が確認された。断面形は、底面がほぼ平坦で

壁がやや外湾 して立ち上がる。

・KS-405暗渠状遺構 KS―鶴 の北約30cmで それとほぼ重なるように検出された暗渠状遺構である。検出面はⅢ-1

層上面である。KS蟄∞の西端で南に90° 折れるL字形に全長約10.5mを 検出した。規模は、上端幅60～70cm、 深さ20

cmで、断面形は皿状を呈する。埋土上部には径 5～20cmの 円礫が帯状に配されている。中央が一段低 く、砂質土の

堆積がみられた。堆積環境を調べるため土壌サンプルの珪藻分析を行った (Ⅵ理化学分析参照)。

・KS-403塀跡 KS-406に 平行 して、その南約2.5mで検出された。大広間建物跡推定ライン北辺の延長線上に位置

する。検出面はⅢ-1層 上面である。規模は、上端幅50～60cm、 深さ40cm以上である。断面形は、両壁がほぼ垂直

に立ち上がる長方形を呈する。埋土は 1層である。KS-403は雨落ち溝東辺の中心から東約 4mの箇所で途切れてお

り、その端部に柱痕跡がみられることから、この部分に戸がついていた可能性が高い。柱痕跡は西側でのみ検出し

KS-405(日音渠上遺構 ) KS-403

器:】 }(近世整地層)

Ⅳ (旧 表土層 )

V(地山)

G和0 溢監整催)

KS-407           KS―

第 13図 大広間北東周辺断面模式図
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たが、対 となる柱 との間隔は1.5m程 であったと推測される。遺構の西端は雨落ち溝跡に近接するが、KS 40に 切

られる。

・KS-430 KS-403の西端で検出された。検出面はⅢ-1層 上面である。規模は、東西110cm、 南北65cm、 深さ%cmで

ある。柱の抜き取 り等KS 4C13塀跡の廃絶に関わる可能性が高い。

(3)大広間南東周辺の検出遺構

ここでは、2区大広間南東周辺より検出された遺構を一括 して扱う。

・KS-458 北部で検出された。検出面はⅢd層 上面である。雨落ち溝跡掘 り方に切 られる。長軸は東西方向を向く

が、平面形は不整形を呈する。規模は東西50cm、 南北40cmで ある。雨落ち溝との関係は判然 としないが、この部

部に残 された縁石の向きが東西方向となってお り、何 らかの関連性を持つ可能性が指摘される。

・KS 442 KS-166(大 広間落縁南東角礎石跡)の 東約2.5mで検出された。検出面は皿a層上面である。規模は南北35cm、

深さ46cmで ある。断面形はV字形を呈する。埋土は 2層 に分かれ、底面に径 5～ 8 cmの 円礫が多量見 られる。

・KS-455 KS 4鬱 の直下から断面のみ検出した。上部を雨落ち溝跡の掘 り方に切 られてお り、掘 り込み面は不明で

ある。規模は、南北謎cm、 深さ46cm以上である。底面が20cmの 幅で一段低 く窪んでお り、柱痕跡である可能性も

考え られる。

・KS 439 雨落ち溝南東角の南約25mでL字形の溝跡で全長約2.5mを 検出した。掘 り込み面はⅢd層 上面である。規

模は、上端幅判cmで深さ宅cmである。大広間と軸線を同じくするが性格は不明である。

・KS―留O KS-49に切 られる形で部分的に検出した。掘 り込み面、規模ともに不明である。

・KS-456 雨落ち溝跡南東角か ら南へ延びる暗渠状遺構であるが、東西の幅は不明である。深さ約52cmで 埋土中

に多量の円礫を含む。KS-439を切る。

・KS 452 2区 南壁寄 りで東西に長く検出した。検出面はⅢa層上面である。規模は、東西長2.3m以上である。

(4)その他の近世遺構

上述 した以外の近世遺構を一括 して扱う。記述は検出面毎に行 う。遺構は全て 1区 より検出されたものである。

(Ⅲ-1層上面検出遺構〉

・KS-402 調査区南東部の東壁際で検出された。北半を撹乱で切 られてお り、平面形は不明である。規模は、東西

36cm以上、深さ20cmで ある。断面形は浅い皿形を呈する。

・KS-408 調査区東部より検出された。平面形は不整円形である。規模は、東西90cm以上、南北70cmで 、深さは

12cmと浅い。底面の凹凸が著 しい。埋土中に多量の炭化物を含んでいる。KS聾鶴を切る。

・KS 424 調査区中央より平面のみ検出された柱穴。規模は、径約31cmで ある。やや北寄 りに径13cmの柱痕跡が

確認された。

・KS-428 調査区東部より検出された土坑。平面形は不整形である。規模は、東西125cm以上、南北100cm以上、

深さ39cmである。断面形は碗形を呈する。KS-4C13塀 跡を切る。

・KS-429 調査区東部より平面のみ検出された。平面形は東西に長い楕円形である。規模は東西185cm以上、南北

118cm以 上である。埋土中に径10～30cmの非常に風化 した凝灰岩礫を多量含む。

・KS-431 雨落ち溝跡北東角付近で検出された。検出面はⅢc層上面である。一部北側を撹乱により切 られるが、平

面形は不整円形である。規模は、東西78cm、 南北65cm以上、深さ30cmで ある。雨落ち溝跡の掘 り方を切る。KS―

4C13,430の延長線上に位置する。

・KS-438 調査区中央より断面のみ検出された柱穴。規模は、上幅30c皿、深さ盗 cmで ある。埋土中に幅10cmの柱痕

跡が確認された。

つ
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・KS 451 調査区中央より平面のみ検出されたピット。平面形は円形である。規模は、径約15cmで ある。雨落ち溝

跡の掘 り方を切る。

(Ⅲ-2層上面検出遺構〉

・KS-400 調査区南東部より検出された土坑である。検出面はⅢ-2層であるが、付近が近代以降の削平を受けて

いるため、Ⅲ-1層 上面より掘 り込まれた可能性 もある。西半部を撹乱で切 られるが、平面形はほぼ円形を呈する

ものと考えられる。規模は、東西80cm以上、南北85cm以 上、深さ30cm以上である。断面形は碗形を呈する。

・KS-401 調査区南東部より検出された。遺構の中央を撹乱で切 られてお り、西側をⅢ-1層 で覆われるため平面形

は不明である。規模は、東西110cm以 上、南北88cm以上、深さ29cmで ある。埋土は3層 に分かれるが、均質な褐色

粘質 シル トを含むことから、植栽痕である可能性が考えられる。

・KS-416 調査区南東部より断面のみ検出された。規模は、深さ_96cm以 上である。KS麹認を切る。

・KS 417 1区南東部より断面のみ検出された。規模は、幅配cm、 深さ鬱cmである。KS-416に切 られる。

・KS 422 調査区東部より断面のみ検出されたピットである。規模は、幅18cm、 深さ30cmで ある。

・KS-433 調査区北西郡より断面のみ検出された。規模は、上幅70cm以 上、深さ38cm以上である。埋土は 2層に

別れるが、中央が柱状に立ち上が り、瓦片が出土 した。

・ KS―紹 1 雨落ち溝跡北東角付近より断面でのみ検出された。掘 り込み面については、上部を雨落ち清跡の掘 り方

に切 られており、Ⅲ-1層上面である可能性もある。規模は、幅20cm、 深さOcmである。断面形はV字形を呈する。

・KS摯留 調査区北東部より断面のみ検出された。規模は、幅22cm、 深さ鬱 cmで ある。Ⅲe層 に覆われる。

・ KS―

“

5 調査区東部より断面のみ検出された。規模は、幅26cm、 深さ41cmである。Ⅲ-1層 に覆われる。

・KS-457 調査区中央やや南側より検出された。平面形は長楕円形である。規模は、東西71cm、 南北160cmで あ

る。埋土中に割 り礫、瓦片を多量含む。KS―範 5暗渠状遺構を切る。

(その他〉

・KS―

“

3 調査区東部、KS-408の直下より検出された。掘 り込み面は不明であるが、埋土の特徴がKS-407に類似す

ることから近世遺構の可能性が高いと判断した。規模は、上幅46cm、 深さ42cm以上である。

(5)大広間に先行する近世遺構

。KS-432礎 石跡  1区 の北側か ら石敷 き

を伴 う礎石跡を 1基検出した。礎石は、長

径35cm以上、短径35cmで平坦面を持つ安山

岩質の石材である (第 5表 )。 柱の痕跡等

第 5表 礎石観察表
調査次敦 長径 (cm) 短径 (cm) i面 レベ,レ (m) 備 考

15 KS 432 350‐ 350 5392 灰色、安山岩質

12 1 285 5572 やや黒味を帯びた灰色、安山岩質

12 2 335 265 15574 白色、多了L質

12 3 310‐ 5513 やや青味を桔びた灰色
12 5494 灰 白色、安山岩質

は確認されなかった。

遺構の構築順序は、地山 (V層 )上面か ら掘 り込まれた掘 り方内に礎石を据えた後、その周縁部に直接して層厚

2～ 5 cmの 粘質土 (Ⅲ -2層 )が貼 られている。Ⅲ-2層 は昨年度調査のⅢg層 に対応する。さらに、その粘質土の上

面に径 1～ 3 cmの 玉砂利が敷かれてお り、玉砂利の一部は礎石の周縁を覆うように検出された。なお、KS-432は雨

落ち溝跡の外側で検出されたが、周囲の石敷きの一部が、雨落ち溝跡の掘 り方に切 られてお り、大広間に先行する

ものと考えられる。これ らの特徴は、昨年度大広間の北側で検出された礎石建物跡と同様であり、一連のものであ

る可能性が高い。ただし、礎石上面をレベルを見ると、大広間北側の礎石群に比べ10～ 18cm低い。礎石近くの撹乱

壁面において、Ⅲ-2層 中より近世期 と思われる瓦片が出土 した。

・石敷き遺構 大広間内部の整地層 (Ⅲ e層)直下または大広間の東側Ⅲ-1層 に覆われた状況で検出した。石敷き

は、撹乱等の壁面や一部面的に確認されてお り、分布は、1区北西部より南部にかけて拡がってお り断続的ではある

が南北約 7m、 東西約 3mの拡が りが確認された。



(6)中 世以前の遺構

掘 り込み面は、近世整地層直下のⅣ層 (旧 表土層)上面とV層 (地山)上面の 2面認められる。近世整地層より

下位の遺構 として中世以前と一括 したが、埋土中からの遺物の出土は無く、より詳細な遺構の年代については不明

である。以下検出面毎に記述する。

(IV層 上面検出遺構〉

・KS-410 1区北部より検出された溝跡である。調査区北東より緩い弧を描きながら西へ延びてお り、今回の調査

では全長約 8mを検出した。規模は、上幅50～ 90cmで、深さは東側で40cm以上となるが、西側では20cmと浅い。断

面形は皿形を呈する。KS-411焼土遺構を切る。

・KS-411 1区北西部よ り平面のみ検出された焼土遺構。平面形は不整形である。規模は、東西112cm、 南北135

cmである。埋土中より、放射性炭素年代測定用サンプルを3点採取した。その結果、層年代補正値で、概ね15～ 16

世紀の年代が得 られた (Ⅵ 理化学分析参照)。 KS-410に切 られる。

・KS-435・ 436・ 437 いずれも1区西側のKS-251近代溝状遺構の東壁で断面のみ検出された。KS-435。 436はKS-410

の直下で検出された。規模は不明である。掘 り込み面も不明であるが、埋土の特徴がKS-410に類似することか ら同

じⅣ層上面の遺構 と判断した。KS-437に ついても同様である。KS-47は KS-436の 南50cmで検出された。規模は、上

幅78cm、 深さ20cmで ある。断面形は皿形を呈する。石敷き遺構に覆われる。

・KS453 1区南東部より断面のみ検出された。規模は、幅30cm以上、深さ20cmで ある。

(V層上面検出還構 )

・KS-415 1区南東部より断面のみ検出された。規模は、幅23cm、 深さ21cmである。

・KS-419 1区 南東部より断面のみ検出された。規模は、幅38cm、 深さ%cmである。埋土中に、柱状の立ち上が り

がみられる。

・KS 420 1区 南東部より断面のみ検出された。規模は、幅68cm、 深さ22cmである。埋土中に、柱状の立ち上が り

がみられる。

・KS-421 1区 南東部より断面のみ検出された。規模は、幅26cm、 深さ8cm以上である。

・KS-423 1区 南東部より断面のみ検出された。規模は、幅26cm以 上、深さ16cm以上である。KS―網 7に切 られる。

・KS-454 1区南東部より断面のみ検出された。規模は、幅斃釧、深さ24cmで ある。KS-419に切 られる。埋土中

に、柱状の立ち上が りがみられる。

・KS―駆6 1区南東部より断面のみ検出された。規模は、幅20cm以上、深さ16cm以上である。KS麹%に切 られる。

・KS 447 1区 南東部より断面のみ検出された。規模は、幅路 cm、 深さ狸 cmである。KS塾径を切る。

・KS-448 1区 南東部より断面のみ検出された。規模は、幅26cm以上、深さ10cmである。KS―坐7に 切 られる。

・KS―駆9 1区南東部より断面のみ検出された。規模は、幅ycm、 深さ22cmである。

(その他〉

。KS-434 雨落ち溝跡北東角付近で断面のみ検出された。掘 り込み面は不明であるが、黒色の均質な埋土は、他の

近世遺構には全 く見 られず、上部を雨落ち溝に切 られることと合わせて中世以前のものと判断した。規模は、推定

で東西150cm以 上、南北160cm以上、深さ20cm以 上である。

(7)近代遺構

・KS 251 大広間跡を一部壊しなが らその北側にみられる大規模な溝状の遺構である。これまでの調査成果から、

全長は約90mに及び全体形は両側が開いた 「コ」字状をなす。規模は上端幅 4m、 下端幅 lmで深さは約16mで

ある。昨年度の調査で底面より19世紀後半の磁器皿が出土 している。
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第19図 第15次調査  1区断面図 2(1/50・ SL=1刊 6m)
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第21図 第15次調査 2区断面図 (1/50・ SL=η 16m)



第 6表 第15次調査基本層注記表

区 遣構番号 こ構 層4
土 色

土質
土 性

備 考
土色No 土色 粘 性 しまり

1,2

基
本
層

I 10YR32 黒褐色 砂質 ンル ト 見表土層

10YRうる 黄褐色 砂質シル ト 有 強 白色粘土ブロック、礫を多量含む

10YR4 3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 中 菅褐色砂質 ンル トブロック、礫を多量含む

Ⅱ 10YR34 暗褐色 砂質シル ト 有 中 明黄褐色粘質シル トブロックをやや多 く含む。炭化物を多量含む。

75Y5る 明褐色 粘質シル ト 有 強

Ⅲ 2 10YR6/8 明黄褐色 シル ト質粘 t 有 強 10YR7μ にぶい黄橙色粘質シル トをまだ ら状に含む。 V屈 土をブロック状に多量含む。

Ⅲ a ЮYR44 掲色 砂質シル ト 有 旧表土層

Ⅲ b 10YRT5 楊色 砂質 シル ト 有 強

Ⅲ c 10YR7お 黄橙色 ングレト質粘土 有 強 75YR4 6褐 色粘土ブロックをやや多 く含む

10YR,3 にぶい責褐色 砂質ンル ト 有 中

Ⅳ 10VR4 3 にぶい黄褐色 粘質シル ト 有 中 01～5 の炭化物粒を多壁含む。旧表土層

V 10YR7/8 美橙色 ンル ト質粘J 有 地山層

53

埋± 1 10YR3お 暗褐色 砂質シル ト 有 中 o3～ 5cmの 円礫 をやや多 く含む 掘 り直しの埋土

埋±2 10YR5冽 にぶい黄褐色 ンル ト質砂 有 中 V層 土を 01～ 2cmの 粒状に少量含む 01～ 3c山 の円換を含む

哩±3 10YR08 にぶい黄橙色 粘質ンル ト 有 中 10YR5 4に ぶい黄褐色シル ト質砂をまだ ら状に多量含む 鉄分を多く含む

埋±4 10YRも沼 にぶい黄褐色 ンル ト質砂 猜 中 V層 土を 01～ 2cmの 粒状に多量含む

埋 7 5YR4 6 褐色 粘質シル ト 有 強 ～20olの 円礫、木っ端石を含む 炭化物を含む

133 埋 7 5YR4る 褐 色 粘質シル ト れ 強 ゆ ～10cmの円礫をやや多 く含む Ⅲc屑 土に類似

ナ里土 黄橙色 ンル ト質粘J 有 中 0 10cmの円礫をやや多 く含む

84 10YR4 4 褐 色 砂質シル ト 有 中 0 ～2cmの V層土をブロック状に少量含む

24つ 埋± 1 10YR7′8 黄橙色 ンル ト質粘主 有 強 5YR476褐 色粘土ブロックをやや多く含む

埋 土 10yR7/8 黄橙色 ンル ト質粘十 有 強 5YR4/6褐 色粘土ブロックを少量含む
埋 ± 1 ЮYR08 明黄褐色 クルト質粘■ 有 強 10YR7μ にぶい黄栓色粘質ンル トをまだ ら状にやや多く含む 01～ 3cmの 円礫をやや多く含む

404 埋 10YR6 8 明黄褐色 /ル ト質粘土 有 強 10YR7μ にぶい黄橙色粘質シル トをまだ ら状にやや多 く含む ol～ 3cmの 円礫を多量含む

1

埋 10YR4 4 褐 色 砂質ンル ト 有 柱痕跡

輝 10YR08 明黄褐色 シル ト質粘土 有 強 01～4cmの 自色粘土粒を多量含む

埋± 1 10YR4 4 褐色 ンル ト質砂 有

埋±2 10YR5お 黄褐色 シル ト質砂 有 中 01～ 4cmの 自色粘土粒を少量含む

1 403 埋 10YR7/8 黄橙色 シル ト質粘土 有 中 ЮYR5る 黄褐色 シル ト質砂をまだ ら状に多量含む 炭化物を少量含む

2 埋 黄橙色 シルト質粘土 有 中 05～ 10cmの凝灰岩粒を少星含む

2 埋 10YRダ 3 暗褐色 砂質シル ト 有 中

2 442
埋± 1 10YR4 4 褐色 砂質シル ト 有

理±2 10YR3お 暗褐色 砂質シル ト 有 中 V層土を ol～3cmの まだ ら状に少量含む 径5～ 8cmの 円礫をやや多 く含む

2
埋 土 10YR7お 黄橙色 砂質ンル ト 有 中 φl～ 3cmの 自色粘上をまだら状に少量含む
埋 10YRη3 にぶい☆褐色 ンル ト質粘土 有 強

埋 ЮYR44 褐色 砂質シル ト 右 o4～ 12olの 円礫を非常に多量含む

埋 7 5YR5る 明褐色 粘質シル ト 有 強 炭化物を多量含む

埋 ЮYR98 明☆褐色 シルト質粘」 有 強 ЮYR74に ぶい黄橙色粘質シル トをまだ ら状にやや多 く含む φl～贅mの礫を少量含む

429 埋± 1 75YR,6 切褐色 粘質ンル ト 有 o10～ 311tNmの 風化凝灰岩礫を非常に多量含む

埋土 75Y5る 明褐色 粘質シル ト 有 中 V層土をφl～ 3cmの 粒状にやや多 く含む

埋土 10YR4μ 褐缶 砂質シル ト 有

埋± 1 10VR6 8 明黄褐色 シル ト質粘 J 有 強
ЮYR7μ にぶい黄橙色粘質 シル トをまだ ら状にやや多 く含む 10YR4 6褐 色粘質 シル トをまだ ら状に

多量含む

埋± 1 10YR6 8 明黄褐色 シルト質粘J 有 強 ЮYR74に ぶい黄橙色粘質シル トをまだ ら状にやや多 く含む

理± 1 10YR4 3 にぶい☆褐色 粘質 シル ト 有 中 V層土を01～ Scmの 粒状にやや多く含む

理±2 10YR4 6 褐 色 粘質シル ト 有 中

埋±8 10YR7r8 黄橙色 ンル ト質粘J 有 中 Ⅳ層土をまだ ら状に多量含む

1 埋 10YR5′ 8 黄褐伍 ンル ト質砂 有 中 01～3 の凝灰岩粒をやや多 く含む

1 422 理土 10YR98 明黄褐色 ンル ト質粘→ 有 強 ЮYR94に ぶい黄橙色粘質シル トをまだ ら状にやや多 く含む Ⅳ屑土を o2～5 の紅状に少足含む

441 埋土 75Y5る 明褐色 粘質シル ト 有 中

埋土 10YR守 4 褐 色 砂質シル ト 有 中 佳痕跡

埋±2 10YR08 明黄褐色 ンル ト質粘 J 有 中

1 判 5
埋± 1 10YR,9 にぶい黄褐色 粘質シル ト 有 中 V層 土をブロック状にやや多く含む

埋±2 10YR,8 にぶい黄褐色 粘質ンル ト 有 中 V層 土をブロック状に少量含む

1

哩± 1 10YR48 にぶい黄褐 tl 粘質シル ト 有 中 V層 土をまだ ら状に少量含む

埋±2 10YR,8 にぶい黄褐色 粘質ンル ト 有 中 10YR3彦黒褐色砂質シル トを ol～4cmの ブロック状にやや多く含む

埋± 1 10YR3ρ 黒褐色 砂質 シル ト 有 強 V層 土を 01～ 2cmの 粒状に少量含む

443 埋± 1 10YR98 明黄褐色 ンル ト質粘J 有 強 φl～ 2cmの 自色粘土粒を少是含む

埋± 1 10YR7お 黄橙色 ンル ト質粘J 有 中 10YR6れ にぶい黄橙色シル トをまだ ら状に少量含む

25YR4 6 赤褐色 砂質シル ト 有 強 炭化物を多壁含む 年代測定サ ンプル3点採取

埋 土 10YR4B にぶい黄褐色 粘質シル ト 有 中 V層 土をブロック状にやや多 く含む

埋 土 10YR7/8 黄橙色 シリレ 質粘■ 有 中 ЮYR64に ぶい黄橙色シル トをまだ ら状に多量含む

埋 土 10YR718 黄橙色 ンフレ 質粘 J 有 中 10YR6 4に ぶい黄橙色 シル トをまだ ら状に極少量含む

埋 土 10YR‐ r8
黄橙色 ンフレ 質粘■ 有 中 ЮYR04に ぶい黄橙色シル トをまだ ら状にやや多 く含む

埋 土 10YRηち にぶい黄褐色 粘質シル ト 有 中 V層土をまだ ら状にやや多 く含む

10YR4 3 にぶい黄偶色 粘質 シル ト 有 中 V層 土をまだ ら状に少量含む

1

埋土 10YR,8 にぶい黄褐色 粘質シル ト 有 中 V層上をまだ ら状に少量含む

埋 土 10YR 8 黄橙色 シル ト質粘土 有 中 Ⅳ層土をまだ ら状に少量含む

1 47〕
理 土 10YR748 黄橙色 シ,レ 質粘 十 有 中 IV層 土をまだ ら状に少量含む

埋 土 10YR7お 黄橙色 ン ル 質粘■ 有 中 Ⅳ層 tを まだ ら状に極少量含む

埋土 10YR4 A にぶい黄褐色 粘質 シル ト 有 中 V層土をブロック状に少量含む

埋 土 10YRV4 にぶい黄褐色 粘質ンル ト 有 中 V層土をブロック状に少最含む

454 10YRη3 にぶい黄褐色 粘質シル ト 有 中 V層土を o2～ 4cmの ブロック状に下部に多 く含む 炭化物を少曼含む

446 埋 土 10YR守 3 にぶい黄褐色 粘質シル ト 有 H―
I V層土を少量含む

埋 土 10YRη3 にぶい黄褐色 粘資シル ト 有 中 V層十を ol～ 8cmの 粒状に多星含む

448 埋 士 10YR4お にぶい荒褐色 枯質シル ト 有 中 V層土を少壁含む

埋 土 10YR4μ 褐色 砂質シル ト 中
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l区全景 (北から) 1区全景 (西から)

1区北東部遺構検出状況 (東から) 1区 KS 405・ 406検出状況 (東から)

1区 KS 407検 出状況 (北から) 区KS 405・ 406・ 407断面状況 (西から)

肇1乱Ⅷ

1区 KS 403・ 404・ 446・ 447・ 448断面状況 (南から)

第22図

I区 KS 445。 407断面状況 (北東から)



1区 KS-403断面状況 (西から) 1区 KS-430・ 403断面状況 (北東から)

1区 KS 421・ 422・ 423断面検出状況 (北東から) 1区石敷き、KS 53・ 84断面状況 (南から)

1区 KS-53・ 84断面状況 (北から) 1区KS-53,450・ 41断面‖犬況 (西から)

1区KS-133礎石跡断面状況 (南東から) 1区 KS-426・ 431断面状況 (北西から)

つ
々



1区 KS-132礎石跡検出状況 (南西から) 1区Ⅲe層直下石敷き遠構断面状況 (南西から)

1区 KS 425、 石敷き検出状況 (西から) 1区南部石敷き遠構検出状況 (南東から)

1区 KS-432、 石敷き遺構検出状況 (北から) 1区Ⅲe層 直下、Ⅲ 2層上面瓦検出状況 (南から)

1区北部石敷き直下Ⅲ-2層 瓦出土状況 1区 K事400,401検 出状況 (南西から)

%

第24図



1区 KS-402・ 449・ 453・ 417断面検出状況 (北西から) 1区 KS-408・ 429検出状況 (南から)

1区 KS 424検 出状況 (北東から) 1区KS-411焼土遠構検出状況 (南東から)

1区 KS-419・ 454断面検出状況 (南東から) 1区 KS-433・ 434断面状況 (北から)

2区全景 (南から) 2区西壁全景 (東から)

第25図
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2区西壁大広間部分 (東から) 2区東壁全景 (西から)

2区北部西壁全景 (北東から) 2区 KS 53・ 458検出状況 (北から)

2区遺構検出状況 (北西から) 2区 KS-53・ 442,455断面状況 (東から)

2区 KS-53雨落ち溝跡、縁石検出状況 (南から) 2区 KS-166・ 242礎石跡検出状況 (北から)

%

第26図



2区 KS-439。 440断面状況 (北東から) 2区 KS 452・ 439・ 440・ 456検出状況 (東から)

2区土師器 (No189)出 土状況 2区Ⅲa層煙管 (No78)出 土状況

2区 Ⅱc層上面銅釘 (No1 6)出 土状況 1区作業風景 (南から)

2区作業風景 (南東から) 現地説明会風景 (北西から)

第27図



4.出 土遺物

(1)陶磁器他 (第 7表 )

①磁器、陶器

それぞれ36点 、23点 出土した。ほとんどが表土、撹乱、近代以降の盛土

層からの出上である。いずれも小片で器種、年代等詳細のわかるものは非

常に少ない。2区 Ⅱ層より出土した大堀相馬産の灰釉碗 (18c後 )1点を図示

した (第路図 1)。

②土師質・瓦質土器

それぞれ114点、3点出土した。土師質土器は、ほとんどが小片である。

114点のうち107点が 2区から出土しており、これまでの調査と同様、大広

間南東角部周辺における分布の集中を確認した。

(2)金属製品 (第 8表 )

金属製品は金銅金具、銅釘、煙管、古銭、鉄釘、鑑などが出土した。

2区Ⅲa層 より 1点 出土した (第28

図 7)。 火皿、ラウ、吸 回が一体 と

なる延べ煙管である。

④鉄釘

銘点出土した。いずれも破損した

小片が多く全体の形状がわかるもの

は無いが、2点 を図示 した (第努図

5、 6)。 75点 が 2区か らの出土であ

る。Hc層、Ⅱc層上面からの出土が

多く、近代のある段階に廃棄された

ものと考えられる。鋼釘がⅢa上面、

Ⅲa層 に出土のピークがあるのと対

照的である。

①金銅金具

鍍金が比較的残る 3点を図示した。第28図 2は、唯一文様表現の見られるものである。厚さ0.5mmの 地金に、蹴彫

り (先が直線状の藝を打込み、その楔形の打痕の連続を線状に見せる彫金技法)によって花弁の輪郭と葉脈とみら

れる線彫りが施されている。花弁の輪郭がより太く、蹴彫りの間隔も葉脈部分に比べ密となっており、より滑らか

な屈曲線が表現されている。第28図 3、 4は、いずれも一部に鍍金が残るが文様表現は見られない。ともに釘穴が見

られる。

②銅釘

今回の調査では53点 出土しており、本丸大広間跡関連調査での全出土点数は881点である。これまでと同様、頭部

形状の違いに基づき分類した。 I類 (角 )10点 、Ⅲ類 (平丸)14点、Ⅳ類 (不整形)20点、X類 (形状不明)9点であ

る。 I類 とⅢ類を 3点ずつ図した (第28図 8～ 13)。 Ⅱ類については今回出土していない。全長は、 I類が15～ 20

mm、 Ⅲ類が26～ 30mmに集中する。Ⅳ類は比較的ばらつきが大きいが、20mm以下のものが多い。これは、かつて行っ

た分析結果と同じ傾向を示している。詳しくは、16年度に刊行した「イ山台城跡 5」 出土遺物銅釘の項および考察を参

照されたい。銅釘の分類基準についても同報告書に準拠している。

③煙管

第 7表 第15次調査出土陶磁器他数量表

区 離
馳

磁 器 陶 器 帥
齢

質

器

瓦

土
計

表採 2 1 3

撹 乱 9 3 l

1 1 2

8

1

Ⅲ ■ 1

KS 53・ 1 1 1 1

2

撹 乱 1 1

I 2 2

5

Ⅱ c 1 И %

Ⅲa上面 13

1 1

Ⅱ b上面 2

KS S3 1上面 1

KS 53

KS 418 2 2

KS―申0・ 1

KS-452・ 1 3

計 36 23 3

第 8表 第15次調査出上金属製品数量表

区 遺構・ 層位
金銅金

具

銅 釘
煙 管

他

品

の

製

そ

銅
古銭 鉄 釘 鑑

他

品

の

製

そ

鉄
計

I類 Ⅲ類 Ⅳ類 X類

表採 1

撹舌し 2 2 9 2

I 1 1

コ 1 1

Ⅱc上面 5 2 3 11

コ 2 4 3 1

皿a上 面 1 1 2

Ⅱ I J

KS 53・ 1 3 1 4

KS 132 3 3

KS 251・ 1 I

S-409 2 2

2

I 1 1

Ⅱ 1 2 6 1 10

Ⅱcと 面 2 1 19 22

Ⅱ c 〕 1 1 15 1

Ⅲa上面 1 8 13

Ⅲ a 2 3 1 9 19

KS‐ 53■ 上面 2 1 6 9

KS 53 10 10

KS 53・ 〕 1 2 1 4

計 20 9 7 I 94 | 6
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(3)瓦 (第 9表 )

瓦は総計198望点出土 し、このうち丸瓦が253点、平瓦が1,515点 で併せて全体の95%を 占める。また、出土層位別

では 1、 2区ともに撹乱や近代以降の盛土層・遺構から出土 したものが圧倒的に多い。

①軒丸瓦

12点 出土した。瓦当文様の判別可能なものは 9点あり、三巴文 6点、珠文三巴文 2点、無文 1点である。

②軒平瓦

7点出土した。瓦当文様の判別可能なものは6点あり、菊花文 1点、構梗文 1点である。他に、主文様は不明で

あるが唐草がみられるもの 3点、同じく飛雲のみられるものが 1点である。桔梗文 1点を図示した (第28図 14)。

③軒桟瓦

2点出上した。瓦当文様の判別可能なものは勾玉文 1点のみである。

④棟瓦

37点出土した。冠伏間 2点、伏間瓦4点、戻斗瓦 7点、菊丸 2点、輪違い21点、差込み 1点である。菊丸 1点

(第28図 15)、 輪違い 1点 (第28図16)を 図示した。

⑤飾り瓦

4点出土した。いずれも2区から出土しており、鬼瓦が3点、菊瓦が1点である。

⑥平板

平板 (厚)2点、桟付平板 4点が出土した。

⑦刻印瓦

刻印のある瓦は14点 出土した。すべて平瓦である。うち 5点を図示した (第28図 18～22)。 18は これまでも確認さ

れている明治期の瓦で、「仙台北八番丁渡邊瓦工場明治廿六年」の刻印が見られる。同様の瓦は4点出上している。

21は文字が刻印されたものと考えられる。

第 9表 第15次調査出土瓦数量表

区 遺構 '眉位 丸瓦 平瓦 軒丸瓦 軒平瓦 軒桟瓦 磯瓦 冠伏間 伏間瓦 更斗瓦 菊丸 輪違七 差ムみ 飾 り瓦 駒 瓦 平板(厚 ) 桟付平板 不 明 計

1

表採 | 1 9

続乱 3 2 3 5 3 5 440

I 21 56 1 1 1 | 1 2

Ⅱ 13 り 3

Ⅲ 12 知 3 35

Ш■ I 1 2 79

皿 2 4

Ⅱa上 面 I 10 1 12

KS 53 1 1
2

KS 132 1 21

KS 251・ 1 5

KS 406・ 1 2 12

2 2

lCS 412 14 1 3

1区小
「T 670 5 2 2 14 1 3 11

2

表採 1 3

撹乱 162 4 3 1 I

`

2 1 3 3 31

Ⅱ 59 1 1 1 1 2 483

Ⅱc上 面 21

"
1 2 3 1 1 194

コ 1 1

Ⅲn上 面

5 1 1

1 1

Ⅲ c

KSも 3 1 2 1

KS 166 2 2

1 6

2区小 計 7 5 3 2 3 2 1 2 5 990

総 計 1515 12 7 2 3 2 2 2 16
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第10表  15次調査出土遺物観察表

番 号 種 類 潰物番号 区 遺構・眉位 法 量  (mm α) 備 考 写 真

1 陶 器 4 日径 (90) 灰Tt碗 (飴釉流 し)大 堀相馬  18c後 〕

2 金銅金具 I 全長375幅425 厚 さ05 重量43 牡丹 ? 2

3 金銅金具 Ⅲa上 面 全長388幅 190 厚 さ07 重量23 釘穴径21 3

金apl金 具 る も3埋± 1 全長342幅 190 厚さ06 重量 14 釘穴径28 4

5 鉄 釘 Ⅱc上面 全長 172頭 部幅Ю O胴部太 さ57 重量 12 胴部先端部欠損 5

6 鉄 釘 Ic上面 全長435胴部太さ75 重量35 頭部欠損 6

7 煙管 Ⅲ a 全長 347幅109 厚さ86 重量切 5 延べ煙管 火皿欠損

8 銅 釘 147 Ⅱc上面 全長 9頭部幅34 月同部太 さ13 重量02 頭部形状 角 Ib類 8

9 銅 釘 17 nc上面 全長 5頭部幅36 月同部太 さ12 重量02 頭部形状 角 Ib類 9

銅 釘 156 全長 3頭部幅33 月同部太 さ13 重量02 頭部形状 角 Ia類 10

11 銅 釘 KS S3埋 ±1 全長285頭部幅72 胴部太 さ26 重量 11 頭常【形状 平丸 Ill類 11

12 銅 釘 Ic_ヒ 面 全長262頭部幅59 月同部太 さ17 重量06 頭部形状 平丸 Ⅲ類 12

13 銅 釘 撹 乱 全長300頭部幅67 月同部太 さ19 重量07 頭部形状 平丸 Ⅲ類 13

14 軒平 (結梗 ) KS 53埋 ± 1 重量1295 14

15 菊 丸 Ⅱ c 重量541 1ち

輪違し 370 I 重量3735 16

17 丸 '329,344' 寵量 1750 17

平 規 乱 重最2591 「仙台北八番丁渡退瓦工場明治廿六年 J

19 平 刻印 ) 摘 乱 重量 1459 線 刻 19

20 平 (刻印 ) Ⅱ 重量497 rt痕 20

平 骸JF11) 434 Ⅱ 重量 1457 文字 ? 21

平 (刻印 ) 撹 乱 重量505 侯亥I

30
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5.ま とめ と考察

第15次調査では、以下①～⑧の成果が得られた。

① 大広間落縁の北東角 (1区 )および南東角 (2区 )に あたる礎石跡をそれぞれ 2基検出した。北東角ではKS―

133と 東西に延びる撹乱を挟んで南側にKS 426が確認され、ともに撹乱壁面で根固め石が検出された。直接の切り

合い関係は無いが、以下の点から両者間には時間差があると推測される。まず、KS 133では径 5～ 10cmの 根固め石

が掘り方の底面近くに集中してみられ、かつ埋土が大広間内部の整地層 (Ⅲ e層 )に酷似した褐色粘質土層であるこ

とから、藩政期に埋没した可能性が高い点が挙げられる。一方KS4%では、径 5～25cmと比較的大型の根固め石が

Ⅲe層上面に一部露出して検出されており、大広間廃絶時まで機能していた可能性が高い。また南東角においては、

KS―斃2がICS-166に直接切られる形で検出され、同様の状況が見られる点も考慮すると、現段階では配 -133が恥 -22

に先行するものと推定される。

ただし、今回北東角から南へ、KS-132,軽 5と 2基の落縁礎石根固め跡を検出したが、遺構が重複した状況はみら

れず、上記の推定が大広間の建替え等と関連するかは今後の更なる調査が必要である。

② 大広間雨落ち溝跡の北東角および南東角を検出した。縁石はほとんど抜き取られており、玉石を帯状に検出し

た。特に2区 においては、雨落ち溝が先述のKS-242が埋められたⅢb層 上面から再度掘り込まれ、改修されているこ

とが明らかとなった。また、雨落ち溝跡南辺では一部縁石が残存した状態で検出されたが、縁石間に充填されてい

た玉石から約10cm低いレベルで検出されており、現時点では、これら古段階の縁石の上に雨落ち溝の改修に伴い新

たな縁石が設置され、それが近代に入り抜き取られたものと解釈している。囚みに昨年度調査した雨落ち溝跡北辺

でも玉石よりも低いレベルから、古段階の縁石の可能性がある扁平な加工石材を検出している。

③ l区 中央で雨落ち溝跡の掘り方に切られる素掘り溝跡を検出した。これは、埋土や規模からこれまでの調査で雨

落ち溝跡西辺および北辺で確認されているKS-84と 一連のものと考えられる。

④ 大広間内部の整地層 (Ⅲ c層 )直下から、石敷き遺構を検出した。石敷きは大広間内部から雨落ち溝の外側にも

分布しており、断片的ではあるが南北約 7m、 東西約 3mの拡がりが確認された。雨落ち溝跡北東角の北30cmでは、

これらの石敷きを伴う礎石 (KS 432)を 1基検出した。礎石は径35cm程 の扁平な安山岩質の石材である。掘り方内

に設置後、粘質土 (Ⅲ -2層 )を貼り、礎石の周縁を一部覆うように玉砂利が敷かれており、昨年度大広間の北側で

検出した礎石建物跡と同一時期のものと考えられる。この礎石は、昨年度検出の最も近い礎石から南東約125mの位

置にあるが、同一建物に属するか否かは今後の課題である。

⑤ 大広間北東周辺において、古い順に南北溝跡 2条 (KS―判7、 4め 、東西塀跡 (KS-4る )、 東西方向から南へ折れ

る暗渠状遺構 (KS-405)、 東西塀跡 (KS―網3)と いう遺構の変遷が明らかになった。これら区画施設等の変遷が明

らかになった事は、大広間と周辺建物または庭園等との位置関係や、御殿配置全体の時間的変遷ひいては本丸御殿

における使われ方の変化を考古学的に検討していく上で重要な成果である。

⑥ 中世以前に遡るとみられる遺構を17基検出した。うちKS-410は 1区北東部より西へ延びる上幅50～ 90cm、 深さ

20～40cmの溝跡を各断面で検出した。検出面はⅣ層上面である。同一層検出の焼土遺構 (KS-411)を 切っている。

焼土遺構からは年代測定用の炭化物サンプルを 3点採取した。また、V層上面から掘り込まれた遺構も10基、断面

で確認されており、少なくとも3時期の遺構の変遷が確認された。

⑦ 遺物は、陶器、磁器、土師質土器、金銅金具、銅釘、鉄釘、瓦などが出土したが、特に土師質土器が 2区 (大

広間南東部周辺)に集中して分布している点が注目される。遺物の廃棄に関わる問題であり、今後その分布につい

ては、銅釘など他の遺物と同様に更なる検討が必要である。

③ 珪藻分析では、KS筍5埋± 1層からはほとんど検出されず、堆積速度が速かったか、珪藻が生育できない乾燥

した環境であったと推測された。放射性炭素年代測定では、補正14C年代値で380±40年BP、御 ±0年 BP、 剛 ±網年

BPの結果を得た。また、これらの年代値を暦年較正し、概ね15世紀から16世紀に収まる結果が示された。



V 第16次調査

1.調 査 目的及 び調査経過

第16次調査は、三の丸巽門跡の東側周辺を主な対象として、平成18[20∞ ]年 9月 1日 から同年11月 30日 まで遺構

確認のための発掘調査を実施 した。最終的な調査面積はT2笛 である。

調査目的は、①長沼の南側に位置し、明治末年に埋没した堀跡 (第34図 )の位置・規模の確認 (1区 )、 ②巽門ヘ

至る登城路南側における、石垣側溝等の遺構確認 (2区 )、 巽門東脇土塁の構造解明および遺構確認 (3区 )の 3点

である。

調査区の設定や調査前の現況写真撮影、遺物の表面採集等の後、9月 4日 から安全フェンスを設置し、9月 8日 か

ら重機による表土の除去作業を開始した。また、重機の入 りにくい箇所を中心に、9月 12日 から人力による表土除去

及び遺構面の検出作業を開始 した。

堀跡の調査 (1区 )で は、堀の北岸と西岸を確認し、北岸・西岸で土留めのため考えられる杭列をそれぞれ 3列、2列

検出した。また、西岸ではやはり上留めのためと考えられる集石を検出した。南岸について確認できなかった。堀の規

模は、南北幅が35m以上、深さが現地表面より6m以上となる大規模なものであることが明らかとなった。登城路南

側における遺構確認調査 (2区 )で は、幕末～明治期の旧表土を確認 したものの、昨年度北側で確認した石組側溝等の

遺構は検出されなかった。土塁の調査 (3区 )で は、土塁の積み土を検出し、異なる土を版築状に積んでいることを確
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第30図 第16次調査区配置図 (1/800)

第31図  1区調査前現況 (南から) 第32図  2区調査前現況 (北から) 第33図  3区調査前現況 (北から)
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認したもまた、土塁の頂部から塀跡等に関する遺構は検出されなかった。遺物は、土塁構築後の盛土層とみられるⅣ層

から17世紀後半代を中心とする磁器、陶器、そしてⅢ層から18世紀後半から19世紀前半を中心とする磁器、陶器の他、

土師質土器、瓦質土器、土製品、瓦、硯、碁石、箸、釣針、鉄釘など多様な遺物が出土 した。

第16次調査は、平成18年 3月 23日 の第12回仙台城跡調査指導委員会において、調査箇所や目的、方法について了

解を得て、第15次調査終了後に実施した。調査の進展に伴い、10月 12日 、10月 18日 、10月 20日 に仙台城跡調査指導委員

会委員、また10月 30日 に宮城県の現地指導をそれぞれ受けた上で、10月 %日 に記者発表 (7社 )、 10月 路 日に現地説明

会を実施した (181名 が加 )。 11月 10日 に再び調査指導委員の現地指導を受け、同日開催した第15回仙台城跡調査指導

委員会において調査成果の報告を行い、了承を得た。11月 15日 には調査区の埋め戻しやフェンス撤去等の作業を終

え、調査箇所は現状に復した。平成19年 3月 23日 に第16回仙台城跡調査指導委員会を開催し、調査成果の最終的な

確認を行った上で、本報告書を刊行するに至った。

④

①奥州仙台城絵図 (正保 2・ 3年 [1645。 46])(財 )齋藤報恩会蔵
②仙台城下絵図 (寛文4年 [1664])宮城県図書館蔵
③奥州仙台城井城下絵図 (天和2年 [1682])宮城県図書館蔵

④信蔓区及近傍村落之図 (明治 15年 [1882])仙 台市博物館蔵
⑤仙台市全図 (明治26年 [1893])

⑥仙台市地形図 (明治38年 [1905]頃 )

第34図 絵図・地図からみた堀の変遷

2.旧地形及び基本層序

現在、仙台市博物館のある三の丸跡は広瀬川右岸に形成された下町段丘面上に位置しており、その東側に残る全

長約250mの堀跡 (現長沼)との間には、比高約10mの 段丘崖が形成されている。昨年度の調査では、長沼方向への

岩盤の急激な落ち込みが確認されており、現存の堀跡 (長沼)についても、旧河道のような元来の地形を利用した

ものと推定される。今回1区での調査対象とした埋没堀跡についても同様な旧地形を利用した可能性が高い。以下、各

区毎に基本層の概要について述べる。
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(1)1区

1区 の基本層は I～ XXI層 に大別 した (第 11、 12表 )。 必ずしも全てに直接的な上下関係は無いが、概ね年代の

新 しい順に記述し、層の特徴、検出遺構 との上下関係、特徴的な出土遺物について概要を述べる。

I層は現表土層である。Ⅱ層は、近代以降に堆積 した砂礫層で多量の災ガラを含んでお り、調査区全域に分布す

る。西側斜面からの流入土で、亜炭の採掘が行われる戦後の堆積物とみられる。5層 に細分した。Ⅲ層は、ラミナ状

の構造をもつ水性堆積層である。上面には葦など湿地性の植物遺存体が集積 している。Ⅲ層の堆積により、堀はほ

ぼ完全に埋没したものとみ られる。Ⅳ層は、自然木や伐採痕のある木を多量に含む黒色の腐食土層である。1区 中央

を最深部として周囲より流れ込んでお り、明治26年の地図 (第M図⑤)で現長沼の南に見 られる沼 (堀の残存)の

底面に堆積 したものと考えられる。Ⅳ層か らは近代に属するレンガや堤焼の上管などが出土してお り、この頃、周

囲で大規模な伐採等が行われたものとみ られる。また、下駄、桶等の木製品が出土 している。V層は、西部斜面の

Ⅱ層直下にみられる旧表土層である。近現代の磁器が1点出土してお り、Ⅳ層堆積時の表土であった可能性がある。Ⅵ

層は、Ⅲ層に類似したラミナ状の構造をもつ粘質土層で、堀内の水性堆積物である。19世紀後半の瀬戸美濃の急須が

1点出土 している (第63図 1)。 このⅥ層直下のXⅨ層は調査区最深部にあた り、近世の堆積層とみ られることか

ら、堀内の堆積物はⅢ層、Ⅳ層、Ⅵ層 と約 6mの厚さにわたり、全て近代以降のものである。また、Ⅲ・Ⅵ層は水

性堆積層であり、堀は少なくともこの地点においては人為的に埋められたものではなく、明治初年より約70～ 80年

の間に、ほぼ 自然に埋没 したものと考え られる。

Ⅷ層は、近代に調査区北部に構築された暗渠状遺構を直接覆う崩落土である。Ⅷ層は、この暗渠状遺構を構築す

る際の盛土層で 3層 に細分 した。いずれも北部のみに分布する。Ⅸ層は、Ⅷ層直下の崩落土層である。上面の一部

に植物遺体を含む腐食土層が見 られ、一定期間、岸であった可能性が考えられる。Ⅸ層から遺物の出土は無い。

X層は、古段階の北岸盛土層 (XX層 )の平坦部分にのる旧表土層 (細砂層)で、藩政期か ら近代暗渠状遺構が

構築 (Ⅷ層)さ れるまでの路面であったと考えられる。現地表面とのレベル差は1lmで、調査区最深部とのレベル

差は525mで ある。

XI層 は、新段階の北岸盛土 (XV層)直上にみられる砂礫を含む水性堆積層である。XV層上面に構築された

杭列3(しがらみ状遺構)を直接覆っている。遺物は、19世紀代の瀬戸美濃の碗が1点出土 している。

XⅡ 層、XⅢ層は、西部のV層直下にみ られる西側斜面からの崩落土である。それぞれ 3層、9層に細分 した。X

Ⅲ層は砂層と粘質シル ト層が交互に堆積 してお り、一定期間、連続的に小規模な崩落が起きたものと推測される。

XⅣ層は、堀跡西岸の新段階の盛土層である。直上にはⅣ層、XⅢ層が堆積する。杭列 4構築後の盛土 とみ られ

第11表 第16次調査 1区 基本層の概要

層 名 土層の種類 備考

I 現表土層 現表上層

Ⅱ 崩落土、盛土 炭ガラを含む崩落土層 (戦後)I層 直下の近代以降の盛土層 5層 に細分

水性堆積冒 近代の堀内水性堆積掴 上面に葦などの植物遺存体が集積

IV 人為堆積層 近代の堀内堆積層 自然木 伐採本を多量に含む腐植土層

V 旧表土層 西部 Ⅱ層直下の十日表土層 Ⅳ層に対応か

Ⅶ 水性堆琴責圏 近代の堀内水性堆積層

Ⅶ 崩落土 近代暗渠状遺構構築後の北岸崩落土層
1/1 近代盛土層 近代暗渠状遺構の構築に伴 う盛土属 2区 Ic層 に対応 3層 に細分

Ⅸ 崩落土層 WI層 直下の北岸崩落土屑 北部西壁のみ確認

X 旧表土周 Ⅷ層直下  XX層 直上の旧表土層

XI 水性堆積層 北岸盛土 (新 :XV層 )直 上の水性堆横層 杭列3を 覆 う層

� 崩落土層 西岸崩落土層  3層 にitL分

崩落土層 西岸崩落土層 砂厨と粘質 シル ト層が交互に崩落 9周 に細分

X IV 盛土層 西岸盛土 (新 )杭 列4を覆 う 上面に杭列 5、 円礫の集中

XV 盛土層 北岸盛土 (新 )杭 列2を覆 う 上面に杭列3 4層 に細分

XWI 崩落土層 北岸盛土 (占 )の崩落土屑 一部 ラミナ状 杭列 1を 覆う 4層 に細分

XM 旧表土層 西岸集石上段 を覆 う旧表土層

XWⅢ 水性堆績層 西岸集石 F段 を覆 う水性腐植土層 2層 に細分

XⅨ 水性堆績掴 最下目の粗砂層

盛土層 北岸盛土 (占 )版 築状の盛± 6層 に細分

XXI 盛土屑 西岸盛土 (古 )版 築状の盛土 上面に集石 8層 に細分



る。上面は、杭列 4の東側で一部平坦 (東西幅約 lm)となった後、堀底に向かって傾斜している。その上面には

径 5～ 15cmの円礫の集中がみ られ、また層の落ち際か ら斜面に沿って杭列 5が検出された。

XV層 は、新段階の北岸盛土層である。杭列 2を完全に覆い、上面に杭列 3が構築される。4層 に細分した。遺物

は、16世紀末から17世紀初めの志野の鉢 (?)が出土してお り (第66図 78)、 堆積年代の上限を示している。

XⅥ層は、古段階の北岸盛土層 (XX層 )の斜面に堆積 した崩落土で杭列 1を覆つている。粘質土と細砂が一部ラ

ミナ状に堆積 しており、杭列1が露出していた段階の崩落土とみ られる。4層に細分 した。遺物の出土は無い。

XⅧ層は、古段階の西岸盛土層 (XXI層 )上面の集石を覆う旧表土層である。本層は、階段状 (4段 )に検出

された集石の最上段にのみ分布する。XⅧ層は、集石の 2段 目落ち際か ら4段 目までを覆う水性の腐植土層である。

2層に細分 した。遺物は、XⅧ層から丸瓦、平瓦等の小片が 6点出土 している。

XⅨ層は、調査区最下層で確認した粗砂層で、レベルは2_4.65mである。現地表面とのレベル差は最大6.35m、 X層 (古段

階北岸盛土上面の旧表土 )とのレベル差は525mである。遺物は、常滑の中世陶器 1点、17世紀代の美濃の香炉 1点、17世

紀中頃の唐津の鉢1点の他、三巴文の軒丸瓦 1点が出土している(第53図 30、 31、 32、 第関図85)。 今回の調査では確実な堀

底は確認できなかったが、本層が粒度の粗い砂層であることから、比較的底に近い藩政期の堆積物であるとみられる。

XX層は、古段階の北岸盛土層である。砂質シル ト、粘質シル トより成る。6層 に細分した。版築状の堆積構造が

みられる。杭列 1は この段階に伴 うものとみられる。

XXI層 は、古段階の西岸盛土層である。粘質シル ト、シル ト質粘土より成る。8層 に細分した。版築状の堆積構

造がみ られる。上面は、4つの傾斜面と 3つ の小段から成 り、各面に円礫の集石がみられた。

(2)2区

2区の基本層は、5層 に大別される。 I層は現表土層である。Ⅱ層は近代以降の盛土層で 3層 に細分した。Ⅱc層

上面で、1区からも検出された暗渠状遺構が検出された。Ⅲ層は黒褐色の腐植土層で旧表土層とみられ、上面は北側

へやや傾斜 している。遺物は19世紀後半の瀬戸みのほかの白磁角皿 1点 (第51図 3)の他、18～ 19世紀前半の肥前の

染付碗等が出上している。幕末頃から近代暗渠状遺構構築までの旧表上であったとみられる。Ⅳ層は、Ⅲ層直下に

みられる砂質シル ト層で 2層 に細分した。崩落土層とみられるが、詳細は不明である。V層は径 5～網cmの 円礫か

ら成る礫層である。北壁寄 りで、東西 1.7m、 南北 lmの範囲で検出した。礫層中には木端石や瓦片が含まれてお り、

暗渠等の人為的なものである可能性も考えられる。なお、今回の調査でⅣ層とV層 の前後関係について、確証を得

ることはできなかった。

(3)3区

3区の基本層は、6層 に大別される。 I層は表土層である。3層に細分 した。Ic層は融解 した多量のガラス片等を

含んでお り、昭和20年空襲時の表土 とみられる。Ⅱ層は近代以降の盛土層で 6層 に細分した。 Hc～ cの 3層 は南側

の土塁部のみにみられる。土塁北側のⅢ層直上にのるⅡb層 か らは、レンガや腐植の著 しい多量の不明鉄製品が出土

している。Ⅲ層は黒褐色の砂質シル ト層で、層厚は30～ 50cmである。18世紀後半から19世紀前半を主体 とする陶磁

器の他、瓦、箸 (かんざし)、 釣針、硯、碁石、水晶など多様な遺物が出土 している。なお、Ⅲ層最下部の厚さ 3～

5 cmの ところからは遺物の出土がほとんど見 られなかった。明確に分層は出来なかったが遺物が廃棄されるまでの

表土であった可能性がある。Ⅳ層は、Ⅲ層直下の盛土層で褐色土と暗褐色上の互層である。4層 に細分した。層厚は

20～40cmで ある。遺物は17世紀代の陶磁器の他、寛永通宝 (古寛永)が出土 している。なお、Ⅳa層 の分布範囲が

部分的であるため、一部Ⅲ層と接するⅣb層 上面からは18世紀前半の磁器皿 (第52図鍋)が出土している。V層は黒

褐色の砂質シル ト層で、層厚は約30cmで ある。上面が硬化 している。遺物は出土していない。Ⅵ層は土塁積み土で、

調査区の最下層である。4層 に細分した。土塁全体 としては特徴の異なる土層を交互に積んでいる。
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3.検出遺構

(1)1区

【概要】

1区では堀跡の北岸 と西岸を検出し、規模は、南北幅35m以上、深さは現地表面より635m以上である。また、

北岸盛土層 (XX層 )直上で、藩政期～近代の旧表土層 (X層 )が確認されており、この面から最深部までの深さ

は525mである。堀内堆積物の大部分 (少なくとも4m)は、近代以降の自然堆積層であり、少なくとも調査地点で

は、堀は自然に埋没 したものとみられる。今回の調査区では、最下層の粗砂層 (XⅨ層)のみが藩政期の堀内堆積

物である。なお今回、確実な堀底についは未確認であるが、このXⅨ層は、粒度の粗い砂層であることか ら、比較

的底面に近い堆積物であると推測される。また、堀の水位について、北岸、西岸それぞれの盛土直上にのる水性堆

積層のレベルをみると、北岸のXI層は%520mで、新段階の北岸盛土形成後、杭列3機能時の水位を示す可能性が

ある。また、西岸のXⅧ層は28.480mで、新段階の盛土 (XⅣ層)力 堆ゞ積するまでの水位を示す可能性がある。

北岸では、一部版築状の特徴をもつ盛土 (古段階 :XX層 )によって岸が形成されていることを確認 した。層厚

は1.8m以上である。また、その後南側への盛土 (新段階 :XV層 )によって、新段階の北岸を形成している。これ

らの変遷の中で、3つ の杭列が北から南へ段階的に構築されている。

西岸でも北岸 と同様、一部版築状の特徴をもつ盛土 (古段階 :XXI層 )を確認した。藩政期の絵図では、この

箇所は土塁となってお り、その斜面が同時に堀の西岸となっていたと考えられる。また、この盛土に東西方向の断

ち割 りを行ったところ、層の堆積がほぼ水平であることが確認された。盛土以前の原地形は不明であるが、ほぼ水

平に土を積み、西岸 (土塁)の壁面を形成したものと考えられる。その上面は階段状とな り、各段には円礫による

集石が確認された。西岸でもその後、新たに盛土 (新段階 :XⅣ層)され、それと前後 して杭列 4、 5が構築されて

いる。以下、各検出遺構について個別に記述する。

【北岸検出遺構】

・杭列 1 北岸 (古段階)の落ち際ラインから南へ約10cmで 、径約1lcmの杭を東西に 2本検出した。杭列の傾きは

E-14° 一Nである。いずれも北岸 (古段階)の崩落土であるXⅥ層に覆われていたが、杭の上部は腐植が著 しく加

工痕跡等は確認できなかった。東西2本 の杭の間隔は4.2mで あるが、中間の杭についてはヨンクリー ト枡があるため

確認できなかった。杭の設置面は不明であるが、その位置関係か ら古段階の北岸に伴う可能性が高い。

・杭列 2 杭列 1の 南約 3mで検出された。縦杭 と横杭が組んだ状態で検出され、上述のコンクリー ト枡を挟んで

東西で確認された。杭列の傾きは E-7° 一Nである。まず東側では、上端を水平に切 られた径12cmの たて杭が1本

と、その上端から約60cm下で直交する径1lcmの横杭 1本 を検出した。両者を固定した痕跡は特に確認されなかった。

また、縦杭に見 られる枝の切 り残 しが下向きであることから、現場で打たれたものではなく、盛土する前に設置さ

れたものと考えられる。西側では、約20cmの 間隔で直立する径10～ 12cmの 縦杭2本 とそれ らに直交する径 7～ 10cmの

横杭 2本を検出した。縦杭の上端は 2本 とも水平に切 られた状態であった。上下 2段の横杭には、幅 1～ 2 cmの 竹

材を少なくとも 5本巻きつけ固定した痕跡が確認された。また、縦杭には、枝の切 り残しが下向きに見 られること

から、東側 と同様盛土する前に設置されたものと考えられる。さらに杭の北側では、X Vd層上面で南北方向に延び

る径 2 cm程の竹を 1本検出した。竹は約22mの長さで検出されたが、北端は腐食してお り、杭列 1の西杭から南ヘ

約45cmの箇所で止まった状態であった。南端は、2段 の横杭を留めた竹材に繋がるものとみ られる。これ らは新段階

の北岸盛土に伴うものと考えられる。

・杭列 3 大部分が調査区の東壁に貼 り付いた状態で検出された南北方向の杭列である。平面的には、南北に約42m

延び、南側でわずかに西へ湾曲した状態で確認された。打込み面はXV層上面である。杭の周囲には打込みによる

層の落ち込みが確認された。杭は径 4～ 10cmで 12本検出された。さらに杭列上部の幅20～ 35cm、 長さ185cmの範囲

には、幅 2～ 3 cmの 竹材が少なくとも十数本、杭に編み込まれてお り、竹材の間隙には砂礫の堆積が見 られた。



杭列 3の年代について、上限については不明であるが、直接覆つているXI層 より19世紀代の磁器が出土している

ことか ら、この頃までは機能していたものと推定される。

【西岸検出遺構】

。集石遺構 集石は、階段状に盛土されたXXI層 の上面で、一部見 られない箇所もあるが、最大で東西7.5m、 南

北3.2mの 範囲から検出された。円礫の大きさは、径10～ 20cmの ものが主体を占める。西岸 (土塁)の壁面は 4つ の

傾斜面と 3つ の小段より構成される。傾斜面は、西側より 1段 日、2段 日、3段目、4段 目とする。まず各面の傾斜度

をみると、1・ 2段目が29° 、32° 、3・ 4段 目が7° 、10° で、上下各 2段の間には傾斜度に明確な違いがみ られる。小段

の高さは、下か ら20cm、 20cm、 30cmである。集石直上の水性堆積層であるXⅧ層は、2段 目と 3段 目の間の小段部分

より堆積してお り、これは丁度、西岸壁面の傾斜変換点にあたる。なお、調査期間中、1段 目の中腹より常に一定量

の湧水がみられ、特に集石の見 られない部分では壁面の崩落が確認された。

・杭列 4 西岸壁面の傾斜変換点よ り東へ約3.5mの 箇所で検出された、南北方向の杭列である。杭列の傾きはN―

22° ―Wである。また、XⅣ層 (新段階西岸盛土)上面から10～30cm上部が露出するものの、杭の周囲で打込み等

による層の落ち込み等は確認されなかった。XⅣ層の盛土以前に構築された可能性も考えられる。杭列は、径10～

18cmの縦杭を6本検出した。4本 に上部の先細 りが見 られ、明瞭な加工痕が見 られないことから、これ らは腐植に

よるものと判断した。ただし南か ら4本 目の杭のみ、上端部を水平に切 られた状態であった。なお、杭列 1、 2で見

られた枝の切 り残 しは見 られなかった。また、杭列東側の平坦面とその落ち際では、東西1.2m、 南北 4mの範囲に

径 5～ 10cmの 円礫を主体 とする集石が確認された。盛土との関係については、古段階と新段階の両者に伴う可能性

が考えられる。

・杭列 5 杭列 4の東約20～ 120cmで検出された南北方向の杭列である。杭列の傾きはN-36° ―Wである。設置面

はXⅣ層上面である。杭列は、杭列4の 東側にみ られた平坦面の落ち際に上端部を揃え、傾斜面に沿った状態で検出

された。杭は径10～ 15cmで 、少なくとも4本は上端部が水平に切 られた状態で計 8本確認された。盛土との関係に

ついては、新段階に伴うものとみ られる。

(2)2区

2区は、昨年度登城路北側で確認された石組側溝と対になる遺構の検出を目的として設定されたが、今回の調査

では確認されなかった。遺構としては、Ⅱc層上面で検出された近代以降の暗渠状遺構が、地表面下約 lmで検出さ

れたに過ぎない。また、19世紀代の旧表土層 (Ⅲ 層)が地表面下約1.2mで確認された。さらにⅢ層直下からは、調査

区北壁寄 りで、東西17m、 南北 lmの範囲か ら径 5～判cmの 円礫が密集 した状態で検出された。部分的な検出であ

り、性格が不明であるため、今回は基本層V層 (礫層)と して扱った。上面のレベルが昨年度の第 4、 6ト レンチで

検出した礫層 (下町段丘基底礫層に比定)に近いことから、段丘礫層である可能性も考えられる。ただし、V層中

には木端石や瓦片が含まれてお り、暗渠等の人為的な遺構である可能性も否定できない。

(3)3区

土塁頂部では、塀跡等の遺構確認を目的としたが、特に柱穴等の遺構は確認されなかった。土塁内側の平坦部で

は、地表面下80cmで 18世紀後半か ら19世紀前半を主体 とする遺物包含層 (Ⅲ 層)と、また、その直下より17世紀後

半を主体とする遺物包含層 (Ⅳ層)を検出した。さらに、Ⅳ層直下のV層 (無遺物層)を挟み地表面下17mで土塁

積み土を検出した。土塁は平面的には、3区南東部付近で東西方向より南北方向に向きを変える。3区東壁では、南

北方向の土塁壁面が検出され、昨年度 と同様、版築状の積み土を確認した。土塁壁面の傾斜度は約48° であるが、

西側へ延びるに従いほぼ平坦 とな り、先述のV層直下に連続する。
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第12表 第16次調査 1区土層注記表

潰構番号 層位
士 色

土賢
土 性

備 考
土色No 土色 粘性 しまり

基
本
屑
序

〔 ЮYR32 黒褐住 砂質 ンル ト 現表土層

巨a 10YR守 3 にぶい黄褐色 砂質ンル ト 有 えガラを非常に多量含む

10YR4B にぶい黄褐色 ンルト質粘十 有 網砂をラミナ状に多量含む 水性堆積屑

10YRV8 にぶい黄褐色 砂質シル ト 有 炭ガ ラを多量に含む

10YRV4 褐色 砂質 シル ト 有 強 ol～ 5mmの 凝灰岩粒を多量含む 北 西部のみ

コ 10YRV6 掲色 砂質 シル ト 有 中 01～ llJ‐ mの 円礫 を多最含む 南部のみ

Ⅲ 10YR73 にぶい黄褐色 ンル ト質粘土 有 fu砂 をラミナ状に少量含む 水性堆積層

Ⅳ ЮYR3彦 黒褐徹 砂質シル ト 有 自然木、伐採木を多量に含む

暗褐色 砂質シル ト 石 旧表土層

Ⅵ 10YR3/2 黒褐色 ンル ト質括十 右 Ⅲ層土をラミナ状に含む 水性堆積層

10YR,2 灰黄褐色 砂質ンル ト 有 中 崩落土層

WⅡ a 10YR52 灰黄褐色 砂質 シル ト 有 中 ЮYR3ρ 黒褐色砂質シル トを 02～ 1∝mのブロック状にやや多 く含む 近代暗渠構築時の盛土層
WIIb 10YRもつ 灰黄掲色 砂賃シル ト 有 中 正代暗渠構築時の盛土層

WI c 10YR5お にぶい黄褐色 粘質シル ト 有 中 10YR稿 褐色細砂 をまだ ら状に少量含む 近代暗渠構築時の盛土個

Ⅸ 10Yミη2 灰黄褐色 砂質シル ト 有 中 01～ 5mmの 凝灰岩粒を少量含む 崩落土層

X 10YR4r2 灰黄褐色 ンル ト質砂 鉦
＾ 中 北岸盛土 (古)直上の十日表土目

� 10YRイ 2 灰黄褐色 粘質シル ト 有 中 細砂を互層に含む 杭列3機能時の水性堆積層

メロa 10YR4T13 にぶい黄褐色 砂質ンル ト 従
＾ 中 01～ 10mmの凝灰岩粒を多見含む 崩落土層

XIb 10YR4T3 にぶい☆褐色 砂質 シル ト 有 中 10YR6彦灰黄褐色粘質シル トを 01～2cmの ブロック状に多量含む 崩落土層

】ac 10YR4r3 にぶい黄褐色 砂質 シル ト 鉦
小

中 01～ Юmmの凝灰岩粒を極少員含む 崩落土層

X tta 10YR5μ にぶい黄褐色 細 砂 鉦
小 山砂眉

X Ⅲb 10YR5の 灰黄 4tB伍 粘質シル ト 有 中 � a層 土をまだ ら状に少量含む 崩落土層

XⅢ ( 10YR4 4 褐 色 細 砂 範
＾ 中 � b層 土を ol～ 2olの 粒状に少量含む 部分的にラミナ状の堆積あり 自然堆検層

X Ⅲё 灰責褐色 帖質シル ト 有 崩落土層

X Ⅲc 10YR5珍 灰黄褐色 粘質シル ト 有 � a層 土をまだ ら状にやや多 く含む 崩落土層

X Ⅲf 10YR4P4 褐 色 細 砂 征
（

中 ラミナ状の堆積が顕者 自然堆積層

X tte 10YRち彦 灰黄 llB色 粘質 シル ト 有 中 10YRV4褐 色細砂を少量含む 崩落土層

X tth ЮYR414 褐 色 細砂 征
（ 強 10YR5′2灰 黄褐色粘上を 05～ Юttnの 粒状に少量含む 鉄分を多 く含む 自然堆横層

X Ⅲi 10YR08 にぶい黄糖角 粘質シル ト 有 中 XVIb層土をゆ1～ 3mmの 粒状に少量含む 崩落土層

XⅣ 灰黄褐色 ンル ト質粘土 有 強 10YR,3に ぶい黄橙色シル ト質粘土を ol～ 5cmの プロック状に多量含む 西岸盛土 (新 )

X Va 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シル ト 有 強 10YR4彦灰黄褐色砂質シル トを0 10cmの ブロック状に少量含む 北岸盛土 (新 )

XV 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 有 中 03～ 10cmの 円礫を多量含む 北岸盛土 (新 )

X Ve 10YR,3 にぶい黄褐色 砂質 ンル ト 有 中 ゆ1～ 3olの 凝灰岩をやや多 く含む 北岸盛北 (新 )

X Va 10YRうお にぶい☆褐色 砂質シル ト 有 中 o3～ 10cmの凝灰岩、円礫 を多量含む 北岸盛土 (新 )

XⅥ a 10YRもつ 灰黄褐色 粘質 ンル ト 有 中 ЮYR5お にぶい黄褐色シル ト質砂 をまだ ら状に多量含む 北岸盛土 (古 )崩 落土層
XⅥ l 10YR5彦 灰黄褐色 粘質シル ト 有 中 10YR5′ 3に ぶい黄褐白シル ト質砂をまだ ら状に少量含む 北岸盛土 (古 )崩 落土層
X Ⅵc 10Vミη2 灰黄褐色 ンル ト賢粘土 有 10γ R5/2灰黄褐色粘質シル トをまだ ら状にやや多 く含む 北岸盛土 (古 )崩 落土層
X Wid 10YR5/3 にぶい黄褐色 ンルト質砂 億

ト
ЮYR5/2灰 黄褐色粘質 シル トと細砂をラミナ状に含む 北岸盛土 (古 )崩 落土屑

XVl 10YRV3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 有 中 φl～ 3mmの 凝灰岩粒を少足、 o5～鉤cmの円礫 (護岸石起源)を 多景含む

XVIa 10YR3/1 黒褐色 ンル ト質粘土 有 水性堆積腐植土層

k WⅡ b 掲灰色 ンル ト質粘土 有 中 西岸盛土 (古 )の 二次堆膳十

XⅨ 10YRもつ 灰黄褐缶 粗砂 笠
小 中 1区 最 下層

X Xa 10YR6 3 にぶい黄橙色 砂質 ンル ト 有 強 ЮVR5お にぶい黄褐色砂質シル トをまだ ら状にやや多く含む 北岸盛土 (古 )

XXb 10YR93 にぶい黄橙色 砂質シル ト 有
ЮYR5お にぶい黄褐色砂質 シル トをゆ1～ 3cЩ のブ ロック状に多量含む 鉄分を少量含む 北岸盛土
(古 )

XX( 10YR5′3 にぶい黄褐色 砂質ンル ト 有 強
10YR6/3に ぶい黄褐色砂質ンル トを 05～ 10cmの ブロック状にやや多 く含む 鉄分を少量含む 北岸黙
土 (古 )

X Xd 10YR6/3 にぶい黄橙色 砂質ンル ト 有 強 10YR%黒 褐色砂質シル トをφ3～5cnの ブロック状に少最含む 鉄分を多昆含む 北岸盛土 (古 )

X Xe 10YR5珍 灰黄褐色 砂質シル ト 有 中
10YR閉黒褐色砂質 ンル トと10YR4 6褐 色細砂 をゅ3～ 10cmの ブ ロック状 にやや多 く含む 北岸盛土
(古 )

X Xf 10YR5犯 灰黄褐色 粘質 ンル ト 有
ЮYR硲にぶい黄褐色砂質シル トと10YR2お黒褐色粘質シル トと10YR416褐 色細砂をまだ ら状 (一 部レン
ズ状)に やや多 く含む 版築状の堆積構造がみ られる 北岸盛土 (古 )

沌ua 10YR5′2 灰黄褐色 砂質ンル ト 有 中 西岸盛土 (古 )

】酎b 10YR,3 にぶい黄橙色 粘質シル ト 有 強 円礫を置いた後横んだ土 西岸盛土 (古 )

把uc 10YR5彦 灰黄褐色 粘質ンル ト 有 中 10YR努暗褐色粘質シル トをまだ ら状にやや多く含む 西岸盛土 (古 )

消¶d 灰黄褐色 砂質ンル ト 有 中 ol～ 3mmの 凝灰岩粒を多昆含む 下部に鉄分の集俵あり 西岸盛土 (古 )

Ⅲ削c 10YR6 3 にぶい黄橙色 粘質シル ト 有 強 01～ 3mmの 凝灰浩粒を少量含む 西岸盛土 (古 )

Xtt f 10YR6 3 にぶい黄橙色 粘質ンル ト 有 強 ЮYR5ρ 灰黄褐色粘質シル トをまだ ら状にやや多く含む 西岸盛土 (古 )

祀1宮 10YR5/1 褐灰色 砂質シル ト 有 石岸盛土 (古 )

lh 10YR5′ 2 灰黄掲色 粘負 ンル ト 有 互岸盛土 (占 )

℃ui 10YR411 褐灰色 ルト質粘土 有 強
10YR3/2黒 褐色粘土と10YR7/3に ぶい黄橙色粘す とをレンズ状に多最含む 版築状の堆積構造がみ られ
る 西岸盛土 (古 )

守
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第42図  第16次調査 2区平・断面図 (1/50)
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第13表 第16次調査 2区土層注記表

遺構番号 層位
土 色

土 質
土 性

備 考
土色No 土色 粘 性 しまり

基
本
層
序

I lσrR3/2 黒褐色 砂質シル ト 有

Ⅱ a 10YR3r3 R音 褐色 砂質シル ト 有 弱 03～ Юmmの疑灰岩粒を多量含む 円礫、炭ガラをやや多 く含む

10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 有 中 ol～ 5cmの 凝灰岩プロックを多量含む 円礫を少量含む

10YR5彦 灰黄llB色 砂質ンル ト 有 中 ol～ 5mmの 凝灰岩粒をやや多く含む 鉄分を含む 上面に暗渠状遺椴

Ⅲ 10YRダ 〕 黒褐色 砂質シル ト 有 旧表土層

邸Fa 10YR4TT2 灰黄褐色 砂質シル ト 有 中

plb 10YR314 暗褐色 砂質シル ト 銀
＾

中 翁落土か

V 玉石層 磁器、瓦片、木端石を含む
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第44図  第16次調査  3区断面図 (1/50)
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第14表 第16次調査 3区土層注記表

遺構番号 層位
七 色

土質
土

備 考
土色No 土色 粘 性 しまり

基
本
層
序

10YR夕2 黒褐色 砂質ンル ト 鉦
（

現表土層

10YR3お 暗褐色 砂質シル ト 有 強 ゆ ～3mmの 凝灰岩粒をやや多 く含む 現代の盛土層

I 10YR2の 黒褐色 砂質シル ト 征
ヽ 0 ～3mmの 凝灰岩粒を少量含む 融解 したガ ラス片を多量含む 昭和20年 空襲時の路面か

E 10YR3μ R音 褐缶 砂質 ンル ト 有 強 ～Юcmの凝灰岩礫を多量含む

10YR3/4 暗褐色 砂質 シル ト 有 中 レンガ、腐食鉄片を多量含む

Ⅱ c 10YR3お 暗褐色 砂質シル ト 有 10cmの凝灰岩礫を少尾含む

10YR3お 暗褐色 砂質シル ト 鉦
＾

カクラン、植栽痕か

10YRA 4 暗褐色 砂質シル ト 壁
＾

中

Ⅱ f 10YR4/6 褐 色 ンル ト質砂 髄
ト 中

n 10YR22 黒褐色 砂質ンル ト 有 中 o5～鉤師 の円礫をやや多 く含む 近世遺物包含層

「 Fa 10YR4拓 褐 色 粘質シル ト 強 03～ 5cmの 円礫をやや多 く含む 近世違物包含層

Ⅳ b 10YR3渇 暗褐色 砂質シル ト 鉦
＾

中 近世遺物包含層

TVc 10YR4/6 褐 色 粘質シル ト 強 近世遺物包含層

IVd 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 中 近世遺物包含層

V 10YR3/1 黒褐色 砂賃シル ト 有 強 o2～ 4mmの 凝灰岩粒を少垂含む  一部 L面 が硬化

lla 25Y)ワ 黒褐色 砂質シル ト 有 中 03～ 20cmの 凝灰岩、その他円礫を多量含む 土塁積み土

Wttb 25Yダ 1 黒褐色 粘質シル ト 有 強 ЮYR勤灰黄褐色粘質 ンル トを 03～ 5cmの ブロック状に多量含む 土塁積み土

電 c 10YR'2 灰黄褐色 粘質シル ト 有 強 土塁積み土

WId 10YR93 にぶい灰黄褐色 粘質シル ト 有 強 10YRVI褐 灰色粘質ンル トをひ1～ 3cmの ブ ロック状にやや多く含む 土塁積み土
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1区全景 (南から) 1区全景 (北東から)

I区北部東狽1側 溝西壁断面 (南東から)

1   -|●   |   ,        〉

1区北部東側側溝断面、杭列 1検出状況 (南西から)

1区北部西狽1側 溝杭列 1・ 2検 出状況 (北から 1区北部西狽1側 溝杭列 2を 留める竹の検出状況 (北西から)

1区北部西側側溝杭列 2検出状況 (南から) 1区北部西側側溝横杭を留める竹検出状況 (南東から)

第45図
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1区 北部東側側溝杭列 2検出状況 (北東から) 1区北部東側イ負1溝杭列 2杭上端の切断面 (西から)

I区北部東側側溝杭列 2検出状況 (北西から) ]区北部東側側溝杭列 3ア ップ (南西から)

1区西部金景 (東か ら) 1区 西部集石検出状況 (北東から)

1区 西部上塁積み土東西断ち割 り断面 (北から) 1区 西部杭列 4・ 5、 集石検出状況 (北東から)



区西部杭列 4・ 5検出状況 (南東から) 1区西部杭列 4・ 5検 出状況アップ

―

 ||!!辮

(東から)

1区南部深堀断面状況 (南から) I区北部Ⅳ層磁器深皿 (No252)出 土状況

1区北部西恨1側 溝杭列 2直下鉄釘 (No 71)出 土状況 1区 北部XI層 漆器 (No 66)出 土状況

1区北部西側西側側溝Ⅵ層下駄 (No 864)出 土状況 1区 北部西側側溝 IV層 木簡 (No69)出 土状況

第47図



2区全景、土塁、石組側溝 (南東から) 2区全景 (東から)

2区礫層 (V層 )検出状況 (北から) 2区 IV層磁器角皿 (No57)出 土状況

3区全景 (北西から) 3区東壁断面 (西から)

3区東壁土塁積み土検出状況 (西から) 3区北壁断面 (南西から)



3区土塁積み土検出状況 (南西から) 3区Ⅲ層上面遺物出土状況

3区Ⅲ層遺物出土状況 (南東から) 3区Ⅲ層上面染付鉢 (No2)出土状況

3区Ⅲ層染付碗 (No1 2)出土状況

手 =,i  t      ttH日
田 日 H日 田 口 口

3区Ⅲ層染付深皿 (No1 4)出 土状況

3区Ⅲ層陶器碗 (No 1 01)出土状況 3区Ⅲ層陶器瓶掛 (No1 8)出 土状況



3区Ⅲ層上面焙烙 (No5)出土状況 3区Ⅲ層土製品 (猫 No48)出土状況

3区Ⅲ層軒平瓦 (No1 09)出 上状況 3区Ⅲ層釣針 (No50)出 上状況

3区Ⅲ層硯 (Nα44)他出土状況 3区Ⅲ層特殊瓦 (Nα54)出土状況

1区作業風景 (南東から) 現地説明会風景 (南西から)



4.出 土遺物

各遺物の出土点数については、区 。遺構・層位別の数量表 (第15～ 19表)を作成し、報告書掲載遺物については

観察表 (第20～ 27表)を付した。なお、陶磁器の点数は、接合・分類作業を行い同一個体と判断されるものを1点 と

し、それ以外は全て破片数として算出した。一括性の高い3区 Ⅲ・Ⅳ層出上の近世陶磁器については 5.考察で詳述

するため、ここでは概要を述べるに留める。

(1)磁器 (第 η5表 、第 51、 52図 )

近世磁器 は191点 出土 した。1区で

は、比較的上層か らの出土が多い。近

現代の陶磁器はⅥ層より上層で出土 し

ている。また、撹乱か ら古染付の変形

皿が 1点出土している (第 51図 2)。 2

区では、旧表土層 (Ⅲ 層)か ら19世紀

後半の白磁角皿 (第 51図 3)が出土 し

てお り、層の年代を知る上で重要な資

料である。3区では、Ⅲ層、Ⅳ層か ら層

位的に近世磁器が出上 した。それぞれ

18世紀後半～19世紀前半、17世紀を主

体 とする一括資料である。産地は肥前

が圧倒的に多 く瀬戸美濃、中国 (?)

が僅かにみられる。器種は、Ⅲ層では

碗が盗 %で最も多く、他に皿、鉢、段

重、瓶、香炉、水滴などがみ られる。

続く。

第15表 第16次調査出土陶磁器他数量表

区 遺構・層位 磁 器 陶 器
近 '現代

のlil vl器

土師質土

電争

質

器

瓦

土
土製品 レンガ その他 計

表採 3 2 23 13

撹 乱 3 2 蓼 3

I層 1 3 1 3 12

I I届 3 殉 23

Ⅱ層 9 9 72 6 8 104

Ⅲ 層 7 2 3 2 15

Ⅳ 層 2 6 1 13

V層 1 1

Ⅵ 層 2 1

XI層 1 3

XⅡ 層 1 1

XVb屑 1 2

XⅨ層 3

2

表採 1 1

I層 1 3

Ⅱ層 2 11 8 16

皿層 上面 2 2

皿層 1 1 2

Ⅳ 層 1 1

V層 2 2

3

表採 1 2 3

Ⅱ層 11 10 2 3

Ⅲ層上面 3 I 1 5

皿屑 64 14 11 1

Ⅳ b層 上面 3 1

Ⅳ b層 2 1 1

Ⅳ c層 2 1 8

計 52 11 1 2 7611

Ⅳ層では、出土点数が10点 と少ないものの皿が半数を占め、瓶、碗がこれに

(2)陶器 (第 15表 、第53、 54図 )

近世陶器は地 点した。1区では、藩政期の堀底堆積物であるXⅨ層か ら出土 した常滑の中世陶器、17世紀中頃の

唐津の鉢、17世紀の美濃の香炉が注目される (第 53図30～ 32)。 3区では磁器 と同様に一括資料がⅢ・Ⅳ層か ら層位

的に出土した。産地は、Ⅲ層では大堀相馬が全体の71%を 占め、他に小野相馬、肥前 (唐津含む )、 京・信楽系、瀬

戸美濃、岸系、堤などがみ られる。器種は、碗が47%で最も多 く、他に皿、鉢、瓶類、土瓶・急須、仏飯器、香炉、

水滴がみられる。Ⅳ層では、点数は少ないが肥前、丹波、岸系などの資料がみられる。器種は、碗、橋鉢、香炉が

みられる。

(3)土師質土器 (第η5表 、第55図 )

土師質土器は82点出土 した。3区 Ⅲ層から64点 とまとまった出土がみ られる。皿が多い。ほとんどが法量復元ので

きない小片であるため、日径等に関して全体的な傾向を知ることは困難である。口径の計測または復元できた皿は、

3区Ⅲ層出土の 4点のみである (第 55図70～ 73)。 値の小さい順に50mm、 66mm、 80mm、 132mmであり、一定のまとま

りはみ られない。より小さい 3点 には口縁部内外に炭化物、油煙の付着が見 られ、灯明皿と考えられる。また、第

55図75は悟鉢のミニチュア土器で、内面には筋目がみられる。なお、この資料は胎土がやや白味がかってお り、皿

が赤褐色であるのと特徴を異にする。



(4)瓦質土器 (第 15表、第55図 )

瓦質土器は52点出土した。全体に破片資料が多い。1区では、ほとんどが近代以降の層か ら出土 している。3区 Ⅲ

層からは14点 と比較的まとまった出土がみられ、4点図示 した (第55図猪～79)。 おは鉢の底部であるが、全体に被

熱してお り著 しい焼けハジケがみられる。78は重等の落 とし蓋 と考えられる。77、 79は器種不明であるが、77に つ

いては底が無く窓がつくことから、瓦灯等の可能性が考えられる。

(5)土製品 (第 15表、第55図 )

11点 あ り、全て 3区Ⅲ層からの出土である。破片資料が多く、種類のわかる4点を図示した (第55図80～ 84)。 80

は猫でほぼ完形である。81は猿の頭部で内部に孔がみられる。頭部の可動するタイプと考えられる。82は完形で、

笠とみ られる。83、 84は犬で中空の左右合型作 りである。内面には指圧痕が見 られる。

(6)瓦 (第 16表、第56、 57図 )

瓦は総計2,919点 出土し、このうち丸瓦が5℃点、平瓦が2,120点 で併せて全体の92%を 占める。 EXl毎 の出土傾向を

みると、1区ではXV層 (新段階北岸盛土)な ど近世期の層からもまとまった出土はあるが、多 くは近代以降の層か

ら出土 している。2区でも近代以降の層から多く出土 しているが、19世紀代の旧表土と考えられるⅢ層か らも82点と

比較的多 くの瓦が出土している。3区では、1,2区 と異な り近世の遺物包含層であるⅢ層からの出土が最も多い。3

区全林の約半数がⅢ層からの出土である。ほとんどが破片資料であるが、丸瓦、平瓦を中心に軒丸瓦、軒平瓦、伏

間瓦、文斗瓦、輪違い、平板類など多様な瓦が出土 している。また、Ⅳ層からも丸 。平瓦を中心にまとまった瓦の

出土がみ られた。なお、文中 ( )内 の数字は図示 した遺物の番号である。

①軒丸瓦 毯点出土した。瓦当文様の判別可能なものは25点である。文様構成は、1区が九曜文 3点、三巴文 6点、

珠文三巴文 2点である。特に最下層のXⅨ層から出土した三巴文 (85)は、17世紀代の陶器と共伴している。2区か

らの出土は無い。3区は九曜文 9点、珠文三巴文 4点である。それぞれ4点、2点がⅢ層からの出土である。九曜文

1点 を図示した (91)。 Ⅳ層から文様のわかる資料は出土していない。

②軒平瓦 23点 出土した。瓦当文様の判別可能なものは 5点である。文様構成は、 1区が花菱文 1点 (96)、 2区

が梅文 1点である (99)。 3区 は桔梗文 1点 (97)、 花菱文 (四 弁花)1点 (鋸)、 雪持笹文 1点 (101)で あ

る。全てⅢ層か らの出土で、他に主文様は不明であるが、隅切の軒平瓦が 1点出土している (95)。 また、Ⅳc層

から瓦当面に刻印 (六つ星)の ある資料が出土している (100)。 同種の刻印は三の丸跡より出土した遺物に認め

られる。

③軒桟瓦 5点出土し、いずれも瓦当文様の判別可能な資料である。文様構成は、1区が勾玉文 1点 (%)、 三巴文

1点である。2区は勾玉文 1点である (93)。 3区は、三巴文 2点である (92)。

④棟瓦 主に棟に使用される瓦を棟瓦と総称する。32点出土した。内訳は、1区が伏間瓦 6点、英斗瓦 3点、輪違い

3点、面戸瓦 6点 (103)である。多くが近代以降の層から出土している。2区は面戸瓦 1点である。3区は、伏間瓦

3点 (105、 106)、 戻斗瓦 2点 (111)、 輪違い5点 (102)、 面戸瓦 3点 (lM)である。

⑤飾り瓦 詳細不明の 2点 を含む 5点が出土した。内訳は、1区が鬼瓦 1点、鯨瓦 1点 (108)である。2区は菊瓦 1

点である。3区からは詳細不明の資料 2点である。

⑥駒瓦 12点 出土した。1区 4点、2区 3点、3区 5点である。

⑦塀瓦 44点出土した。これは、平板、桟付平板、駒付平板、T字瓦の総数である。1区では平板 6点 (115)、 桟付

平板 1点、駒付平板 2点が出土した。2区では平板 2点が出土した。3区では平板16点 (113、 116)、 桟付平板16点

(112、 114)、 T字瓦 1点 (107)が 出土した。

③その他 この他、種別不明の瓦が23点出土した。内1区 出土の 1点 を図示した (109)。



第16表 第16次調査出土瓦数量表

区 離
離

丸 平 軒丸 軒 平 軒桟 桟 瓦 冠伏間 伏 間 亀伏問 奥引 輸違 面戸 飾 り 駒 珈
伺

水 切
付

板

桟

平

付

板

駒

平
T字 不 明 計

1

区

表採 1 1 2 3 1 2 2

境 乱 6 56 1 2 2 1 83

I 5 1 1 1 1 42

I ,Ⅱ 2 1 〕 32

I 33 1 3 3 2 2

1

Ⅲ 37 2 2 I 1 2

Ⅳ上諏 ( 2 3

■l

"
3 2 3 1 3

1
1

Ⅵ 1 1 2

WI 11 12

X 63 釣 83

XI 6 甲

2 21 23

8 51

XⅢ i 1
,

XⅣ 2 29

XV 7 35 1

XVb 15

Xvl a 3 2

XVI b 1

XⅨ 1

不 明 2

2
区

表 採 15 1 16

構 乱 3 3

I 8 釣 1 30

Ⅱ 24 〕 1 2 2

Ⅲ 16

Ⅳ上両 〕 5 6

Ⅳ 1 2

"
1

3
区

表採 3 |

境舌と 10 〕 34

I 9 37 2

Ⅱ 5 7 1 2 2 2 5 4

Ⅲ上面 17 [ 1 1 57

皿 10 1 2 2 2 3 2 7

hr 1 8

IV a 2 8 11

「ばb 6 8 2 16

Ⅳ ℃ 12 1

2 2

計 2120 23 5 3 5 I 5 8 10 5 12 15 17 2 1 23 2919

(7)金属製品 (第 17表、第58、 59図 ) 第17表 第16次調査出土金属製品数量表

%点 出土 した。内%%の

235点 が 3区か らの出土であ

る。残 りは 1区からの出土で、

2区か らの出土は無い。1区

では、1点 を除き全て近代以

降の層から出土している。Ⅲ

層より出土した蹄鉄 (第58図

117)は いわゆる有溝式の蹄鉄

で、軍隊により使用されたものと考えられる。 X Vb層 より出土した鉄釘 (第58図 121)は 、杭列 2西側の横杭直下

から出土した。上半部が欠損してお り、頭部形状は不明である。また、表面に赤錆とは異なる赤色顔料の付着が見

られる。

3区では、Ⅲ層直上のⅡc層最下部から97点 の鉄製品が出土 した以外は、全てがⅢ・Ⅳ層からの出土である。鉄製

品については、腐植が著 しく種別不明であるが、レンガが共伴することから近代以降の遺物と考えられる。

区 酷
醐

煙 管 かんざし 釣針 古銭 銅 線
の

製 灯明皿 鉄 釘 鑑 蹄 鉄
他

品

そ

鉄 計

Ⅱ 1 1

Ⅲ 6 7

2 2

XVd I

3

Ⅱ

1 1

Ⅱ下面

Ⅲ上面 1 1

Ⅲ 5 2 2 1 8 2 1 う4 130

Ⅳ b 1

IV c 1

計 5 2 2 17 3 1 1

59



Ⅲ層出上の金属製品は全130点で、内訳は煙管 5点、箸 2点、釣針 2点、刀剣の縁 1点、古銭15点、銅線 3点、鉄

製灯明皿 1点、鉄釘里点、その他銅 。鉄製品48点である。煙管はいずれも吸回のみである。2点図示した。第59図

129にはラウの残存がみられた。箸は 2点 とも図示した。第59図 127は端部に耳かきが付くタイプで、文様表現もみ

られる。釣針も2点 とも図示した。第58図 123は、全長6 cm近い比較的大形のものである。第58図 122は刀剣の縁で

ある。その大きさから、刀剣は比較的小型のものと思われる。古銭は 3区出土の17点全てを掲載した (第59図 130～

146)。 Ⅲ層からは古寛永 3点、新寛永 (文銭)2点、新寛永 9点、不明 1点が出土した。鉄製の皿は灯明皿と考え

られる (第58図 118)。 日径は110cmで 口縁部には長さ 2 cm程 の突起が付く。

Ⅳ層出土の金属製品は古銭 2点のみで、古寛永と永楽通宝がみられる。特に古寛永の存在は、その初鋳が寛永13

(16鍋 )年であることから、Ⅳ層の堆積年代がこれを遡らないことを示している。

さ89mm、 幅35 7mmの やや小型の硯である。表裏両面が硯 として利用されたものと考えられる。ただし裏面 (図右側)

については、加工痕とみられる幅 1～ 2 mmの 線刻が縦横に残ってお り、加工途中で破損した可能性も考えられる。

152は黒色の粘板岩製で、上部 1/3で折れている。長さ146.2mm、 幅58.9mmである。裏面に深さ 3～ 4 mmの肉抜きが

みられる。150は碁石である。長径 18mm、 短径16.3mmで 乳白色の白石である。WЮは水晶で全長32.8mmである。148は

玉髄製の火打石である。図正面と両側面が面的に加工されてお り、面の境界部分には著しい潰れが観察される。153

は泥岩質の石材を加工した不明石製品である。周囲が破損 しており、全体の形状は不明である。厚さは18mmで、残

存最大長は110.2mmで ある。図の上部と左下に 7 mm程の段差がみられる。また、左側には幅 7 mm以上、深さ 8 mm、

断面U字形の溝が彫 られている。表面には、やや上部に深さ約 7 mmのハー ト形の窪みがみられ、その左下には植物

文様が線刻されている。その周囲は方形の二重線で区画され、二重線の間には約 5 mm間 隔で短い斜線が見 られる。

さらに斜線の間には、1つ置きに、それと直交する方向で、幅0.5mm以下の線刻がなされている。硯等の可能性もあ

るが用途は不明である。

(8)ガラス・石製品 (第 18表、第60図 )

14点出土 した。2点 を除き全て 3区からの出土

である。Ⅲ層からまとまった出土があり、ガラ

ス玉 1点、硯 3点、碁石 1点、火打石 1点、水

晶 1点、不明石製品 1点である。ガラス玉 (第

60図 147)は径14.41nmで 中心に孔が見 られる。

表面は白色であるが一部剥落し、内部か ら淡青

色のガラスが確認される。硯は 2点図示した (第

60図 151、 152)。 151は赤褐色の粘板岩製で、長

(9)木製品 (第 19表 、第61、 62図 )

50点全て 1区か らの出土である。木簡、漆器椀、下

駄、桶等がみ られる。第61図lMは木簡である。下半

部が欠損している。「御用之□ (鶴力)」 の墨書がみら

れる。155は漆器の椀である。内面朱漆、外面黒漆で

文様等は見 られない。1酪は用途不明の箱型木製品であ

る。底面に少なくとも4つ の孔が見 られる。157は黒漆

の上に朱漆で文様 (?)を表現 したものである。1開、

わゆる提桶である。

第18表 第16次調査出土木製品数量表

区 遺構・層位 漆 器 木簡 下駄 桶狽I板
型

品製

箱

未 そ の他

1

表採 3 3

恵 2 2

1 5 6

Ⅳ 5 11 17

IV下と【 」 9

V 3 3

X | 1 1 3

1 5

計 2 1 8 6 1 32

第19表 第16次出土ガラス・石製品数量表

区 齢
離

ガラス

(玉 )

硯 碁 石
火打

ち石
水昂 その他 計

1

表採 よ

Ⅳ 1

3
〕

1 3 1

5 〕 2

60

159は下駄である。160～ 162は桶・樽の一部である。162は い
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第51図  第16次調査出土磁器 1(S=1/3)
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第53図 第η6次調査出土陶器 1(S=1/3)
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第55図 第16次調査出土焙烙、土師質・瓦質土器、土製品 (68～79:S=1/3、 80～84:S=4/2)
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第20表 第16次調査出土磁器観察表
物

号

遺

番
区

遺構

周位
種  類 生 た 地 器  種 製作年代

径

ｍｊ

日

くｍ

径

ｍ♭

底

でｍ

高

め

器

術 文 様 等 備  考 図 写真

252 Ⅳ 染付 革硼 輪花皿 18c後 ～ 19c (132) 山水文 蛇 ノロ凹高台 口鈷 1

1 Ⅵ r4/t付 瀬戸美濃 急須 19c後 風景文 銅版転写

1 指 乱 青花 中国 変形皿 16c末 ～ 17c前 植物文 (石紹 ?)虫 食し 占染付 2

57 2 El 白磁 瀬戸美鴻 皿 1斃後 陽刻文様 角形小皿 3

3 EI 染付 瀬戸美濃 ? 端反碗 I斃 前 % ち 植物文 蝶文 見込寿字文 ? 20,効 25と揃物

3 Ⅱ 染付 瀬戸美濃 ? 端反椀 単Ｗ 94 植物文 蝶文 見込寿字文 ? 12,盟 .25と揃物

3 Ⅲ 染付 瀬戸美濃 ? 端反碗 単削 臆物文 蝶文 見込寿字文 ? 12,知 ,25と揃物

25 3 染付 瀬戸美濃 ? 端反碗 単削 草花文、蝶文 見込寿字文 ? 12,鉤 ,22と 揃物 6

13 3 染付 肥 前 蓋 (碗 ) 18c後 ～末 四方欅文 火炎宝珠文 ? 見込文様有 り不明 5

60-2 3 Ⅲ 染 INl
辛削 蓋 (碗 ) 18c後 夫蓉手 草花文 霊芝文 ? 見込植物文 漆継痕 6 13

60-1 3 肛 染付 単硼 丸 碗 18c後 64 芙蓉手 草花文 霊芝文 ? 見込植物文 7 14

17 3 Ⅲ 染伺 18c後 四方欅文 植物文 ? 見込環状松簡梅文 8 21

3 Ⅱ 染 INl
】削 丸 碗 18c後 ～ 10yC初 笹 文 9 15

8 Ⅲ 染付 一削 丸 碗 平削 51 毛文、火炎宝珠文、雲文 焼継痕 10

74 染付 ▼剛 丸碗 18c末 ～ 19c初 llXl め 丸文 斜格子文  見ム昆虫文 ? 11

16 3 青磁染付 】巴前 筒形碗 18c後 四方欅文 見込手描五弁花 高台内銘有 り不明 12

31 3 染付 月巴前 広東碗 18c末 ～ 19c前 (H6) Ω 柳文 牡丹文 ? 見込文様有 り不明 暁継痕 13 35

3 陶胎奨付 瀬戸美濃 広東碗 1兜初 61 文様有 り不明 見込列点文 14 37

3 染 付 肥 前 深Il 17c末 ～ 18c前
果樹文 ? 唐草文 見込手描・コンニャク印判五

弁花 高台内二竜渦福
14と 揃物 15

14 3 染付 単酬 深皿 17c末 ～ 18c前
果樹文 ? 唐車文 見込手描・コンニャク印判五

弁花 高台内二重渦福
76と 揃物

染 付 単酬 折縁皿 17c中 (82) 23 山水文 初期伊万里 16

7 Ⅱ上面 裟 付 平剛 皿 17c後 花唐草文 墨弾き 中～大皿 17 の

梁利 単Ｈ１１ 瓶 笹文 梅文 ? 56

不 明 工副 瓶 17c? 19 57

染付 単削 段 重 蛸唐草文 中段以上 63

白磁 平酬 紅 皿 ISc後 ～ 1%前 (41) 21

染付 辛剛 蓋 (蓋物 ) 草花文

61 染付 学則 蓋 何鉢 18c後 樹木文 雲文 ? 勺面口縁部露胎 23 64

色絵 掌Ｈｌ 水 滴 17-18c 葡萄文 ? 閉 62

33 3 染付 肥 前 角 鉢 1死 前 0
芙蓉手 雪輪文 釜 筍 花文 見込人物又

蛇ノロ凹高台
53

227 3 Ⅳb上 面 染 付 単副 H冷花皿 植物文 唐草文 見込五弁花 高台内銘「大明成

化年製」
26 73

IVb上 面 染 付 単剛 皿 17c後 ～ 18c前 (122) 41 車文 見込蛇 ノロ釉象1ぎ 波佐見
"3 Ⅳ b上面 不 明

ユＨＩＪ 瓶 17c (62) 7〕

lИ 3 IVb 背磁 単硼 皿 17c 文様有 り不明 皮佐見 ω

008 3 Ⅲ 染 INl 瀬戸美濃 端反碗 19c前 文様有 り不明 見込支様有 り不明 焼継痕 9

OЭ7 3 梁付 瀬戸美濃 端反碗 単副 植物文 焼継痕 10

3 染 付 肥 前 丸碗 鳥文 ? 11

669 3 染 付 平削 丸碗 18～ 1斃 蝶 文 焼継痕 12

3 染付 ヱ酬 雨降 り文 仏飯器 ? 17

3 染付 平醐 丸腕 17c末 ～ 18c前 雨降 り文 (一部型紙紹 り) 型紙摺 り 18

3 染付 】則 蓋 (碗 ) 18c後 四方欅文 貴入販著 19

3 Ⅲ 染付 ヱ削 弼c後 山水文 見込文様有 り不明 20

3 染付 辛削 丸碗 18c後 ? 文様有 り不明 17と 同一文様 ? 22

636 3 染刊 一副 丸碗 (102) 革文 くらわんか手 波佐見? 23

3 皿 染付 肥 前 丸 碗 植物文 解

3 染付 望則 丸碗 17c後 一重網手文
"3 染利 一酬 丸碗 文様有 り不明 貿入顕老

3 皿 染付 平削 丸碗 18c? 植物文

"3 染利 単副 丸椀 単削 文様有 り不明 30

3 染付 一剛 丸硫 18c末 ～ I斃 前 笹文 ? 細筆描き、貫入顕著 31

3 染付 筒形碗 18c後 ～ 1免初 斜格子地文に菊花文 全体に自濁 33

75 S Ⅲ 染付 一酬 広 東碗 18c末 ～ 1兜 前 n4 二重圏線 焼継痕 34

23 3 染付 単削 広束碗 18c末 ～ 19c前 (112) 植物文 ? 見込文様有 り不明 焼継痕 36

3 コ 染付 皿 18c後 ～ 19c前 氷裂文 口蛸 口錯

3 Ⅲ 染付 肥 前 Ill 近世 植 物文 ? 中～大 lll

3 Ⅲ 染付 工削 El 17c後 文様有 り不明 漆継度 外面貧入顕著

3 皿 染付 一副 皿 値物文 唐車文

3 Ⅲ 染付 肥 前 皿 山水文 ? 畳付に砂付着

3 Ⅱ 染付 ▼副 変 形鉢 1死 前 唐草文

3 Ⅱ 染付 単副 輪花皿 17c末 ～ 18c前 唐草文 蔓草文

3 Ⅲ 染付 平削 皿 17c後 ～ 18c前 車文 ? 見込蛇 ノロ釉剥ざ 見込砂伺着

3 ll 不明 単副 折緻皿 近 世

3 Ⅲ 染何 中国 `P 折縁 II 17c? 文様有 り不明 日縁部外湾

3 Il 背磁染刊 単削 鉢皿不明

3 Il 梁 付 肥 前 瓶 近世 植物文 ? 54

3 Il 不 明 単酬 瓶 18c? (52) 55

3 ll 染利 猪 国 18c後 ～ 1斃 前 四方欅文 611

8 ll 青磁 〉則 香 炉 17c後 ～ 18c前
角形香炉 日唇部 に敲

打痕
61

228 3 hc 染付 丸 碗 1クc後 一重網手文 65

3 IVc 染 付 月巴前 皿 17～ 18c 文様有 り不明

3 Ⅳ b 青磁 月巴前 皿 17( 牡丹文 波佐見

3 hlc 染付 据巴前 瓶 近世 文様有 り不明 角面露胎 68

3 pFc 染付 単削 瓶 所 世 文様有 り不明 内面露胎 72



第21表 第16次調査出土陶器観察表

物

号

遺

番
区

逮構

層位
生 産 地 器   樋 製作年代 口径 (mm) 底径 (mm) 器高 (mm) 釉薬 文様等 考 図 写真

1 XⅨ 常 滑 疑 中世 ナ テ 74

I X IX 唐 津 鉢 17c中 秀明釉 見込砂 目 31 75

1 XⅨ 美濃 香炉 17c (84) 脚付香炉

260 大堀相馬 掛け分け碗 (52Ⅲ 又釉 鉄釉 壮卜け分け碗 高台内鉄釉 76

1 X Vb 志 野 fI? 16c末 ～ 17c初 長石釉 底面に窯道具痕 78

741 Ⅵ ナ星? 灯 明 皿 ? 19c前 次釉 ミ郡回ほ糸切

3 (堀 和馬 丸碗 43 貫入顕著

3 大堀相馬 皿 18‐-19c 砲 質入顕著 37 81

3 大堀相馬 丸 碗 1%前 白濁釉 昔釉流し 鉄絵

3 大堀相馬 1要 折碗 48 叉釉 鉄釉 掛け分け碗、員入顕著 83

1■ 4 3 大堀相馬 腰折碗 白濁釉 鉄釉 糸目 411 84

3 大堀相馬 端反碗 】則 白濁釉 貫入顕著 85

3 大堀相馬 端反碗 19c前 白濁釉

112 3 小野相馬 丸碗 (■ 4) ω 淡青色釉 飴釉流 し 見込みに目7VT3つ 87

3 小野和馬 丸碗 淡青色釉 飴釉流 し 兄込みに日F7n3つ 44

3 瀬戸美濃 腰錆碗 18c前 ～中 又米由 鉄罪由 /.FN形 の碗

682 3 大堀相馬 皿 灰釉 貝入顕著

3 Ⅲ 大堀相馬 角皿 1%前 青釉 外面に布目 91

38 3 大堀相馬 片 口 18c後 ～ 19c前 自濁釉 高台内墨書 「ハタ アハJか

37 3 大堀相馬 鉢 単副 46 鉄 釉 1要 都 底部露胎 49

3 El 店 津 碗 17c後 刷毛目 50

3 肛 ヱ削 鉢 17c後 用1毛 目文 51 97

3 旺 大堀相馬 甕 19c前 鉄釉 黒釉流 し 52

3 al 堤 甕 工削 (122) 鉄 釉
口唇部に叩き痕」BR者 、内面全体に鉄分刊若、

お歯黒壺か
53

87 3 Ⅲ 火堀相馬 奉 (■瓶 )
一削 自濁釉 つまみ部欠損、貫人顕著 54

267 3 肛 大堀相馬 玲志禾1 一副 自濁釉 鉄絵 55

77 3 El 大堀相馬 瓶 飴釉 糸 目 56

4〕 3 Ⅱ 大堀相馬 土瓶 一則 H‐ 釉 57

3 Ⅲ 備前 ? 瓶 17c後 ? 鉄 flt 縦方向に凹み有 り、変形の瓶

18 3 Ⅲ 美濃 瓶 掛 19c初 緑釉 寵文 回唇部に摩滅痕 59

1022 3 大堀相馬 香 炉 灰 釉 勺画体部 下半露胎、質入顕著 104

切Э5 3 Ⅲ 不 明 稲 鉢 18-19c 鉄 釉 61 H2

3 Ⅱ 不 明 括 鉢 18‐‐19c (336) 鉄 釉 対面やや摩滅有 り 在地 ? 62

3 Ⅲ 堤 水滴 ヱ削 幅 鉄釉、植物文 木形ひ ょうた ん形 か 63

734 〕 Ⅱ 大堀相馬 仏飯器 灰Tt ミ面に墨書 底部回転糸切 留

3

“

Ic 単削 丸 碗 17c後 吉緑来山

3 IVc 岸 系 香炉 17c中 鉄 釉

3 Ⅳb上面 丹 波 lgF鉢 無 釉 67

1093 3 Ⅱ 不 明 片日 ? 18c後 ～ 1光 前 白濁釉に飴釉流 し 口縁部肥厚

3 Ⅲ 不 明 皿 一副 黒釉 自化粧土 黒灰色の胎土

3 Ⅲ 大堀相馬 皿 t8c後 ～ 19c前 白濁釉

232 3 Ⅲ 大堀相馬 土瓶 19c前 tI絵山水支

3 皿 月 波 括鉢 17c 征
＾

111

第22表 第16次調査出土焙烙、土師質・瓦質土器観察表

物

号

道

番
種  別 器  種 LX 遺構・層位 口径 (mm) 底径 (nm) 器高 (mm) 考

陶 器 焙 烙 3 鉛釉 把手部のみ H7

81 陶器 焙 烙 3 (126) 鉛釉 底面回転ヘラケズリ 69

85 土師質上器 灯明皿 3 40 完形 日縁部炭化物付着 底面回転糸切無調整

219 土師質 土器 灯明皿 3 32 16 口縁部炭化物付着 底面回転糸切無調整 71

七師質土器 Hll 3 解 底面回転糸切後ナデ

114 土師質土器 灯明皿 8 21 国縁部炭化物刊着 底部に孔有 り 底面回転糸切後ナデ 122

829 土師質土器 鉢o壺 3 52 底面回転糸切後ナデ 124

七師質土器 ミニチュア 3 Ⅲ (α ) 27 底両回転糸 L9J無調整 胎土やや自つぽい

瓦質土器 鉢 3 肛上面 外面焼けはじけ顕著 76 125

913 瓦質土器 不 明 3 EI上 面 77

239 瓦質土器 議 3 Ⅱ (172) (84) 壼等の落 とし蕃

瓦質■器 不明 3 阻 79 126

第23表 第16次調査出土土製品観察表

物

号

遺

番
種  類 区 遣 梢 層位 法  廷 (mm) 備 考 図 写 真

猫 3 Ⅲ 全長46 高さ33 幅26 ごく一部欠損

2かЭ 猿 8 Ⅲ 高さ29 幅34 頭部完形 頚部に孔有 り

104 笠 ? 3 皿 最大径25 厚さ9 完形 人形の ―部か

犬 〕 Hl 令長35 高さ36 左右合型作 り 中空  1/2欠損 内部に指紋

つ 犬 3 全 長 (35) 一局 (41) 左右合型作 り 中空  1/2欠損 内部に指紋

72



第24表 第16次調査出土瓦観察表

物

号

遺

番
種  類 区 遺構 層位 文  様 計測値 (m〕 ) 重量 (3) 備   考 図 写 真

軒丸 1 XⅨ 三 巴 瓦当径 (168)文様区径 124 周縁幅 10

軒丸 1 I 三 巴 瓦当径 167 文様区径 (127)周縁幅 17

513 軒丸 1 X「Υ 味文三巴 周縁幅 10

477 鳥伏間 1 ] 殊文三巴文 周縁幅32

軒 丸 8 コ 珠文三巴 周縁幅22

軒丸 1 Ⅳ

軒 丸 3 Ⅲ 九曜 瓦当径 167 文様区径 124 周縁幅23 615

軒桟 8 Ⅲ 三 巴 瓦当径 88 I187 141

3■ 軒桟 1 Ⅱ 勾 玉 瓦当径93 5779 142

軒桟 1 撹舌し 勾玉 ?

軒 平 3 皿 飛雲 2129 隅切 144

494 軒 平 | Ⅱ 花碁 店 車

軒 平 3 Ⅱ 桔梗 店草 147

軒 平 3 Ⅲ 花菱 唐 車 文様区幅83 13615 四弁花

317 軒 平 2 コ 梅 唐車

軒 平 3 IVc 不 明 1410 瓦当面に刻印

軒 平 3 Ⅲ 雪持笹 唐草

3 表採 全長■1 厚さ19 2725

面 戸 1 Ⅳ 全長 (85)厚 さ17 1646

面戸 3 H 全長 100 厚さ19 1356

亀伏間 3 Ⅲ 厚 さ弱 3392

冠伏間 3 亜 厚さ20 1942

T宇 3 Ⅲ 幅Ю3 厚さ38 7994 157

銃 1 Ⅳ 厚さ49 6842

不明 1 撹 乱 幅75 厚さ20 釘穴径Ю 191畏 水 切

平 3 皿 全長278 幅233 厚さ23 高さ55 22000 ‖0

P2_l斗 3 Ⅱ 令長270 幅 119厚 さ90 1鉤 00 暁成後に分割 111

桟付平板 3 Ⅲ 厚 さ24 桟下厚22 釘穴径 10 18610 釘残存

442 平板 3 皿上面 厚 さ37 釘穴径9 釘残存

桟付平板 3 Ⅲ 厚 さ23 桟下厚 10 釘穴径9 6734

平板 1 表 採 厚 さ36 水 切

平 板 3 皿 令岳 364 厚 さ30 1拘22 ,k切 16

第 25表 第 16次調査 出土金属製 品観察表

物

号

遺

番
種  類 区 遺梢 層位 法  星 (mm) 重量 (8) 備 考 図 写 真

蹄 鉄 1 Ⅲ 全長 1295全幅 1262厚 さ86 2846 次製 有滸式 ■ 7

灯明皿 3 口径■04 底径813 器高 188 2614 茨製

215 鉄 釘 3 Ⅲ 全長732 1同 部幅92 148 ■ 9

鉄 釘 3 Ⅲ 金長Hll 胴部臆Ю 5 120

71 鉄 釘 1 X Vd 全長394 B同 部幅37 ボ色顔料付着

縁 (刀 会1) 3 Ⅲ 全長3811幅 198厚 さ72 56 刊製

釣針 3 Il 全長588全幅330厚さ38 ¶製 173

91 釣針 3 Ⅱ 全長352全幅243厚 さ26 18 刊製 172

103 銅線 3 皿 全長67径 12 用製

51 替 3 Ⅲ 全長 1343 全幅63 厚さ29 0 刊製 一部破損

警 3 Ⅲ 全長884企幅45 厚さ22 5 刊製 127

H6 煙管 (吸 口) 3 Ⅱ 全長07ラ ウ回直径 116 吸口部破損 177

111 煙管 (吸 口) 3 Ⅱ 全長Ω Oラ ウロ直径38 吸口直径34 0 勺郡にラウ遺存 129

247 古銭 3 Ⅲ 外径237 穿径67 2 コロ元賀 一部欠損 130

古銭 3 Il 外径225 穿径65 3 電永通費 (新寛永)ご く一部欠損 131

59 古銭 3 Ⅲ 外径 ―  穿径 ― 2 寛永通費 (古寛永)3μ欠損

古鎧 3 Il 外径餌 2 穿径58 28 彰永通貨 (古寛永)完 形 133

古銭 3 Ⅲ 外径
"8 

徘径57 34 電永通省 (文錢)完 形

占銭 3 Ⅲ 外径226 穿径62 15 覧永通費 (新寛永 く一部欠損 「ハネ永

鋏〕5 古銭 3 Ⅱ 外径944 穿径60 35 寛永通費 (新寛永 完形 136

246 古銭 3 Ⅲ 外 径 穿 径 0 毒永通費 (新寛永 1打 欠損 137

古銭 8 Ⅱ上画 外径И 4 穿径62 2 毒永通費 (古寛永 く一部欠損 138

248 古銭 3 ll 外径/6 穿径65 3 寛永通費 (新寛永 く一部欠をt 139

古銭 8 Ⅲ 外径234 穿径53 毛永通貨 (新寛永 完 形 140

古錢 3 Ⅱ 外 径 穿径 電永通曽 (新寛永 32欠 損 141 190

264 古銭 3 Ⅲ 外径251 穿径67 30 寛永通費 (文銭)完 形 142 191

265 古銭 8 Ⅲ 外径220 穿径65 16 寛永通費 (新寛永)完 形 143

古銭 3 Ⅲ 外径解 6 穿径61 22 髯永通費 (新寛永)完 形 144

古銭 3 IVb 外径
"5 

穿径54 31 毛永通費 (古寛永)完 形 145

古錢 3 Nc 外径 234 穿径 55 来楽涌 暫  弁 形

第 16次調査 出土 ガ ラス 品観察表
物

号

遠

番 種  類 区 造構・サ
=位

法  量 (mm) 重是 (8) 備考 図 写真

%ll ガラス玉 3 径 144厚 さ107孔 径37 炎背色 自色 147

解 1 火打石 3 圧 最大長256 最大幅 174 厚さ165 111 玉髄 148

水 品 3 皿 長さ328幅76厚 さ65 23 149

碁石 〕 長径 IS O短径 163厚 さ78 玉髄 ? 150

硯 3 Il 長さ890幅357厚さHl 529 粘板岩 裏面に彫 り直しFR有 り 端言【欠損

硯 3 長さ1462幅589厚 さ188 2553 粘板岩 奥両に浅い狭 リ  ー部欠根 152

不 lJi石 製品 3 長さ1055幅 1102厚さ180 2317 泥岩質 植物文様を線刻 硯 ? 153

第27表 第16次調査出土木製品観察表
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・掴位 法  量 mm) 重量 (3) 備考 図 写真

ω 木 簡 Ⅳ 残存長995 幅365 厚さ43 「lr用 之□ (催)力 1 下部破損

漆器 (碗 ) X] 残存口径H8 残存底径611 残存器高75 1625 対面朱漆 外面黒添 155

漆器 (箱形 ) Ⅳ 全長313 1偏 385 高さ21 勺面黒漆 4箇所に釘六 156

渫 器 (板 ) IV 全長330 幅40 厚さ 11 黒漆に朱漆の文様 ? 157

下駄 Ⅶ 全長208 幅75 高さ52 3149 丸型陰卯た歯

下駄 IV 全長31S ti38 5 高さ22 2082 tL型 連 ll 台表先端に指跡あ り 159

稲 (天板 ) Ⅳ 径 122 厚 さ10 栓孔径解 1090 表に黒漆

底 板 径‖5 九二さ17 1667

桶 (例板 ) IV 器高326 厚さ8 孔241X76 3480 提柿狽1板 外面にタガ痕 162 2H



第63図  第16次調査出土磁器 (1)(S=4/3)
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第64図 第16次調査出土磁器 (2)(S=4/3)
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5.考察

第η6次調査 3区Ⅲ・Ⅳ層出土陶磁器について

第16次調査 3区Ⅲ・Ⅳ層出土陶磁器について考察を行う。考察では、器種組成等、遺物自体の分析を行う前に、

まず、それらが出土した包含層の形成過程について検討する。そのため、まず各層出土陶磁器の年代構成について

検討し、Ⅲ oⅣ層の年代を推定する。推定は、最も新しい遺物の年代と出土数のピークがみられる年代に基づき行

う。ここで推定された年代は、包含層の堆積年代若しくは遺物の廃棄年代である。次にⅢ層内、上下間での接合関

係を示し資料の一括性について検討する。この分析は、Ⅲ層内でレベル差をもって出土した遺物が、短期間の一括

廃棄に由来するものか、または、ある程度長期にわたる小規模廃棄の集積に由来するものかを検証する事が目的で

ある。これらの分析を踏まえ、最後に器種組成、産地別組成について検討する。

遺物が出土 している。以上か らⅣ層の堆積年代は、18世紀前半以前、概ね17世紀後半と推定される。さらに先述の通

り、Ⅳ層か らは古寛永 (寛永13<1636>年 が初鋳)が出上していることか ら、Ⅳ層の上限は17世紀中葉と推定される。

Ⅲ層からは、17世紀前半から19世紀前半までの遺物が出土している。出土数のピークは18世紀後半から19世紀前半

にみられる。最も新しい遺物の年代は19世紀前半で、輸入コバル ト等を用いた磁器等の出土が全く見 られないこと

から、Ⅲ層の年代は19世紀前半と推定され、幕末までは下 らないものと考えられる。

これによりⅣ層上面は概ね18世紀前半か らⅢ層が堆積する19世紀前半までの地表面であつたと考えられる。また、

Ⅲ層上面はⅡ層直下でレンガ等の出土があり、明治期までの地表面であつたと考えられる。

(2)Ⅲ層出土陶磁器の一括性について

(1)Ⅲ・Ⅳ層の年代について

Ⅲ oⅣ層の年代を明らかにするた

め、製作年代の明らかな陶磁器を用

いて、各層における製作年代別の出

土点数を示す (第28表 )。 Ⅳ層からは、

全体数は13点 と少ないものの、17世

紀中頃から18世紀前半までの遺物が

出土している。出土数のピークは17

世紀そして17世紀後半にみられる。

また、Ⅳ層上面からは18世紀前半の

第28表 第16次調査3区Ⅲ・Ⅳ層出土陶磁器製作年代別出土数

製作年代
Ⅳ層 Ⅳ屑上面 Ⅲ 層 Ⅲ層上面

総 計
磁 器 陶 器 小 計 磁 器 磁 器 陶 器 小 計 磁 器

17c前 半 3 3 3

17c中 頃 1 1

17c後 半 2 3 3 1

17c 3 1 2 2 6

17c後 半～ 18c前 半 1 1 11 12

17-18( 1 3 7 8

18c前 半 1 2 3

18c後 半 13 3 16 16

55

18c後 半～ 1免 前半 10 38

19c前 半 18

18-19c 12 32

近世 3 3 1 2 46

計 9 13 1 324 3

野外調査では、Ⅲ層を掘

り下げる際、4段階に分け

出土遺物の取上げを行っ

た。①Ⅲ層上面、②Ⅲ層掘

り下げ 1回 日、③同 2回 日、

④ 同 3回 日の4段 階であ

る。①～④は第29表の接合

関係に対応する。出土した

全破片についてこれを記録

し、個林別分類作業、接合作業を実施した。①～④の間で接合関係のあった資料を、接合率別に集計したものが第

27表である。接合率10/10が完形品で、「～10/10Jの カテゴリーは半分以上が接合しているものである。④の中での

み接合しているものが53点 中33点 と最も多く60%を 占める。しかし、特に磁器では①と④で接合関係がある資料の

3点全てが高い接合率を示していることから、Ⅲ層出土遺物は高い一括性をもち、比較的短期間の内に廃棄された

第29表 第16次調査3区Ⅲ層出土陶磁器接合関係表

接合関係

FF7器 (接合率 ) 陶器 (接合率 )

計

年   代

-1/10 ～4/10 ～lyЮ ‐1/10 ～V10 ～ll1 10
17c後 ～

18c前
18c後

18c後 ～

19c前
単硼

① ④ 2 3 ○

① ② ④ ○

① ③ ○

① ③ ④ 2 ○ ○

② 3 3 ○ ○

② ③ 1 2

1 う ○ 0

③ ○

③ ④ 1 2 ○

④ 5 7 11 5 O O ○

言「 5 16 10 15 6 53
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資料であると考えられる。また、廃棄された段階に関し、接合関係が見 られなかった 1破片のみの資料の出土傾向

をみると、磁器で112点 中105点 (94%)、 陶器で145点 中143点 (99%)が④から出土している。これは接合資料と同

様の傾向であり、Ⅲ層一括遺物の廃棄は④の段階で行われた可能性が高い。3区基本層序の項でも述べた通 り、Ⅲ層

④の遺物を取 り上げた後は遺物の出土がほとんど無く、Ⅲ層最下部厚さ 3～ 5 cmの 部分は遺物廃棄時点での表土で

あった可能性がある。ただし現場では違いが認められず、明確にこれを分層することは出来なかった。この面の認

定については今後の課題としたい。

(3)Ⅲ・Ⅳ層出土陶磁器の器種組成、産地別組成について

器種組成については第73、 雅図、陶器の産地別組成については第75図 に示した。磁器の器種組成についてみると、Ⅳ

層は出土点数が10点 と少なく量比について議論できる状況にないが、皿類が半数を占め瓶類、碗類がこれに続く。

Ⅲ層は、碗類が48%で最も多く、次いで皿類が16%、 瓶類が5.9%である。この他、点数は少ないが蓋物、猪口、段

重、香炉、紅皿、水滴などが出土している。製作年代別にみると、皿類が17世紀中頃から18世紀前半の間に収まる

のに対し、碗類が18世紀後半から19世紀前半を主体としており顕著な違いが見 られる。Ⅲ層出土陶磁器では、製作

年代が異なり、かつ比較的高い接合率を示す資料が共伴している (第29表 )。 少なくとも接合率の高い資料について

は混入などではなく19世紀前半に廃棄されるまで伝世し、同時期に使用されていたものと考えられる。陶器は、Ⅳ

層では4点 と少なく碗、悟鉢、香炉がみ られる。Ⅲ層では、碗類が48%で 半数を占め、袋物、鉢類、皿類がこれに続

く。他には仏飯器や香炉、水滴などが出土 している。

産地別組成については、磁器は136点 中132点 (97%)が肥前で次いで瀬戸美濃 (瀬戸美濃 ?5点 を含む)が 13点

(10%)である。陶器は、Ⅳ層で肥前、丹波、岸がみられる。Ⅲ層では、大堀相馬が135点 と全体の71%を 占める。

他は全て10点以下で、小野相馬、肥前、瀬戸美濃、堤がみられる。他には、僅かであるが京 。信楽、丹波、岸がみ

られる。今回詳細な比較は出来なかったが、概ね同時期の二の丸と同様の傾向を示すものと思われる。

磁器

30%    40%    50%    60%    70%    80%    90%    100%

匠]碗類
Ⅳ層

Ⅲ層

Ⅳ層 磁器

Ⅲ 層 磁器

匡]碗皿不明

睡]鉢皿不明

■Iその他

国

□

圏
□

皿類

鉢類

瓶類

不明

| | |

:博

| | | |

製作年代 碗 類 皿 類 lll類 小 計

17c後 半

17(

17c後 半～ 18c前 半

17-18c

lSc前 半

2

計 2 5 3 10

製作年代 碗 類 皿 類
η疱」ll

不明
鉢要百

皿

明

鉢

不
瓶類

その他
不 明 HI

蓋物 段 重 猪 口 香 炉 紅 皿 水 滴

17c中 頃 1 1

17c後 半 2 3

17c後 半～ 18cttt半 1 9 11

1

18c後 半 11 1 13

10 3 1 1 2 2

17^ヤ 18c | t 3

18c後 半～ 19c前 半 7 1 10

19c前 半 15 2 18

18‐  19c 8 1 2 12

近世 11 7 5 15

計 65 22 8 3 1 8 2 2 21

第73図 第16次調査3区Ⅲ・Ⅳ層出土磁器製作年代別器種組成



Ⅳ層

Ⅲ層

Ⅳ層 陶器

Ⅲ層 陶器

□

□
□
圏
□

碗類

碗皿不明

鉢類

袋物

不明

月巴前

京・信楽

小野相馬

不明

皿類

碗鉢不明

甕

その他

国

囲
圏
■

第74図 第 16次調査 3区 Ⅲ

80%      4000      50%      6000

・Ⅳ層出土陶器製作年代別器種組成

70%      80%      90%     100%

Ⅳ層

Ⅲ層

□

□
□
□

国
□
■

瀬戸・美濃

大堀相馬

その他

製作年代
碗 類 鉢 頌 その他

小 計
碗 構 鉢 香 炉

17c中 頃 1 1

17c後 半 つ 2

17c 1 1

17c後 半～ 18c前 半

17へ 1́8c

18c前 半

近世

計 2 1 1

製作年代 碗 類 IL類
皿

明

碗

不

鉢

明

碗

不

鉢 類

褒

袋物 その他

不 明 計
休 括鉢 瓶ユ| 瓶 類

瓶

須

土

急 仏飯器 香 炉 水満 蓄

一副 3

17c後 半 2 2

17c

17c? 2

18c前 半 〕

18c後 半 2

40 3 2 6

18c後 半～ 19c前 半 22 1 2 1 う 3 5

半一ＨＩＪ９ｃ 19 2 2 1 5 2 2 10 2 48

18‐ 19c 5 3 1 1 11

近 世

計 91 13 9 2 3 1 12 3 7 17 3 3 1 1 24

Ⅳ層

製作年代 一則
その他

丹 波

17c中 頃 1

17c後 半 2 2

17c I 1

計 2 1 1

Ⅲ層

製作年代

瀬戸・ 美濃 京 ,信楽
大堀

相馬

野

島

小

相

その他

不 明 計
府 津 瀬戸・美濃 志 町 求焼 京 ,信楽 丹波 堤

17c前 半 2 3

17c後 半 2 2

17c 1 2

17c? 3

18c前 半 1

18c後 半 3 3

45 9 55

18c後 ～ 19c前 37

1蛙 前半 37 6

18～ 19c 1 13

近 世 I

2 3 2 2 | 1 135 9 1
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6.ま とめ

第16次調査では、以下①～⑦の成果が得られた。

①l区堀跡の調査では、堀の北岸および西岸を検出した。南岸は検出するに至らなかった。堀の底面については未確

認であるが、17世紀代の遺物を含む粗砂層が確認された。これにより堀の規模は、南北幅が35m以上、深さが現地

表面より635m以上、また北岸盛土上面の旧地表 (X層 )面より5.25m以 上となることが明らかとなった。

②堀跡北岸では、新・古 2段階の盛土により形成されたことが確認された。特に古段階の盛土では版築状の特徴が

みられた。また、これら盛土に伴って 3列の杭列を検出した。杭列 1,2は北岸の検出ラインにほぼ平行し、それぞ

れ古段階北岸盛土 (XX層 )、 新段階北岸盛土 (XV層)に伴うものとみられる。機能的には土留めの杭と考えられ

る。杭列 3は新段階北岸盛土 (XV層 )の上面から打たれた、南北方向に延びるしがらみ状の遺構である。南側で

わずかに西へ湾曲する。杭には竹材が編みこまれている。杭列 3を直接覆う水性堆積層 (XI層 )力 らゝは幕末から

明治期の磁器が 1点出土している。

③堀跡西岸でも新・古 2段階の盛土を確認した。絵図等によれば西岸は土塁となっており、北岸と同様に版築状の

特徴がみられた古段階の盛土 (XXI層)については、土塁の積み土である可能性が高い。古段階では、盛土の上

面は階段状 となっており、各段には径10～20cmの 円懐を貼 り付けた集石が検出された。杭列4は この段階に伴うも

のと推定される。杭列5は、新段階盛土 (XⅣ層)に伴うものとみられる。2列 とも南北方向に延びるが、杭列 5に

ついては他 と異なり、盛土の落ち際で斜めに打たれた状態で検出された。

④堀の水位に関して、北・西岸盛土の直上にのる水性堆積層 (北岸 :XI層、西岸 :XⅧ層)の トップレベルをみ

ると、XI層は28.52m、 XⅧ層は2848mで 非常に近似する。幕末から明治期の磁器が出土したXI層 とXⅧ層が同

時期の堆積物とした場合、西岸のXⅧ層は、集石直上の堆積層で新段階西岸盛土 (XⅣ層)の直下にあたるため、

西岸の新段階盛土 (XⅣ層)とそれに伴う杭列 5が明治期の遺構となる可能性も考えられる。しかし、この堀につ

いては、今回の調査および地図の検討から、明治期に入 り40年程でほぼ自然埋没したものと考えられるため、明治

期に西岸への新たな盛土や杭列の設置等、堀のメンテナンスを行ったとは考えにくい。よって、現段階では西岸の

新段階盛土 と杭列 5に ついても近世期に属する可能性が高いと推定される。また、北岸と西岸では必ずしも盛土や

杭列の設置、堀の泥さらい等が並行して実施されてはいない可能性も指摘できる。

⑤ 2区では、現地表面下約 lmで幕末～明治期の旧表土と考えられる黒色土層とそれに覆われる礫層を検出した。

礫層には瓦等の遺物が含まれており、人為的なものである可能性がある。昨年度、登城路の北側で検出した石組狽1

溝については検出されなかった。石組側溝については、2区より南側では堀に向かう傾斜地となるため、存在したと

すればより北側にあったものと考えられる。

⑥ 3区では、版築状の土塁積み土を確認した。また、土塁の構築後に堆積した遺物包含層を2枚確認した。近代盛

土であるⅡ層直下のⅢ層からは18世紀後半から19世紀前半の陶磁器を主体とする遺物が出土した。層内での接合関

係から、比較的短期間に一括して廃棄された可能性が高いと考えられる。また、Ⅲ層直下のⅣ層からは17世紀後半

を主体とする陶磁器が僅かながら出土した。土塁の構築年代については、積み土がⅣ層直下の無為物層 (V層 )を

挟み、その下で確認されたことから、現段階では17世紀前半である可能性が高いと考えられる。

⑦遺物としては、3区の出土量が多く、陶器、磁器、土師質土器、瓦質土器、土製品、瓦、鉄製品、銅製品、石製

品、ガラスなどが出土した。



Ⅵ 理化学分析

1.放射線炭素年代測定

KS-4H(Ⅳ層上面焼土遺構)埋土中より採取した炭化物試料 3点についてAMSに よる放射性炭素年代測定を行っ

た。試料と方法を第30表に、測定結果を第31表に示す。

測定の結果ЙC年代値で410± 40年BP・ 4網±4ClttBP・ 330±0年BP、 補正14c年代値で380± 40年 BP・ 440± 40年BP・

剛 ±4ClttBPの 結果を得た。また、これらの年代値を暦年代較正曲線により暦年較正し、それぞれ95%確率 (2σ )

でcalAD14範～1640,cЛAD1420～ 1490,cЛ AD1450～ 1650と の測定結果を得た。

第30表 放射性炭素年代測定 試料と方法

試料番号  層位   種類    前処理・調整    測定法

C‐l KS 4■ 埋± 1炭化物  酸 ‐アルカ リー酸洗浄  AMS

C2 KS 4■ 埋± 1炭化物  酸 ―アルカリ‐酸洗浄  AMS

C3 KS,411埋± 1炭化物  酸 ―アルカ リー酸洗浄  AMS

※ ANISは 加速器質量分析法 :Aced∝ 涌I Mass Spcchommy

第31表 放射性炭素年代測定 測定結果

試料番号 測定 No  μC年代 い

(Bct争 )   (寄 二Bp)

σbC妙  補正HC年代 働

(%。 )   (年 BP)

暦年代ゆ

C1  227320  410■ 40 -271   380± 40  交点 tca AD 1470

lσ  !cal AD 14511-1520

cal AD 1590^ン 167〕

2 σ ical AD 14411-1640

C2   227321  440 ■40  250

C3   227322  330 ±40  243 340■ 40  交点 :cЛ AD 1520,AD1590,AD 16狛

l σ ical AD 1471/-1640

2σ  tc』 AD 1450～ 1650

1 14C年 代測定値

試料の14c/12c比 から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算した値。隧Cの半減期は、国際的慣例によりLibby

の5,568年 を用いた。

2 δ (デルタ)13c測定値

試料の測定14c/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位体比からの

千分偏差 (%o)で表す。

3 補正HC年代値

δ ttC測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、"て
yttCの 測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4 暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。 CЛはCalibraion

した年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の14Cの 詳細な測定値、およびサンゴのU―Th年代と盟C

年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは約19,000年 BPま での換算が可能となっ

ている。ただし、10,000年 BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正HC年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。lσ (シグマ)(68%確率)

と2σ (95%確率)は、補正1℃年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがつて、複数の交

点が表記される場合や、複数のlσ ・2σ 値が表記される場合もある。

4網 士範  交点 :c』 AD 1440

lσ  :cal AD 1430ヘ ン1460

2 σ ical AD 14211-1490
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2.珪 藻分析

珪藻は、珪酸質の被殻

を有する単細胞植物であ

り、海水域や淡水域など

水域をはじめ、湿った土

壌、岩石、コケの表面に

まで生息している。珪藻

の各分類群は、塩分濃度、

酸性度、流水性などの県

境要因に応じて、それぞ

れ特定の生息場所を持っ

ている。珪藻化石群集の

組成は、当時の堆積環境

を反映してお り、水域を

主とする古環境復元の指

第32表  18年度 仙台城跡発掘調査分析業務委託試料一覧

試料 lNo 調査次数 地   点 遺構・層位 土 質

15次 1区 KS 405・ 埋±1層 ンル ト質砂

S-2 16次 1区堆積層 Ⅱ層 (近代以降の盛土層、一部水性堆積層 ) シル ト質粘土、細砂の互層

S-3 旺屑 (粘質水性堆積層、近代 ) シル ト質粘土

Ⅳ層 (植物遺体を大量に含む人為堆積層、近代 ) 砂質シル ト

S-5 V層 (旧 表土層、近代 ?) 砂質 ンル ト

1区北岸堆積層 Ⅷ層 (堀跡北岸の崩落土層 ) 砂質シル ト

S‐ 7 XJ層 (XV層 直上の砂質水性堆横層 ) 粘質シル ト

S■ 2 K Vb層 (堀跡北岸 を形成する盛土層<新段階>) 砂質シル ト

S■ 3 XⅥ d層 (堀跡北岸を形成する盛土層の崩落土層 ) ンルト質lV1/

X Xd層 (堀跡北岸盛土層<古段階>:版 築状 ) 砂質ンル ト

S-17 X Xf層 (堀跡北岸盛土層<古段階>:版 築状 ) 粘質シル ト

S-8 1区 西岸堆積層 X Ⅱa層 (堀跡西岸の土塁崩落土層 ) 砂貿シル ト

S-9 XⅢ〕高 (堀跡西岸の土塁崩落土屑 ) 細 砂

X Ⅲh層 (堀跡西岸の上塁崩落土層 ) 細砂

S■ 1 XⅢ i層 (堀跡西岸の上塁崩落土層 ) 粘質 ンル ト

XⅧ a層 (堀跡西岸の水際に堆横 した黒色粘土質土層 ) シル ト質粘土

XⅧ b層 (堀跡西岸の水際に堆積 した黒色粘土質土眉 ) ンル ト質粘七

XX。 i層 (堀跡西岸を形成する務土層 :版築状 ) シル ト質粘土

標として利用されている。分析試料は、第15次調査KS-405(暗渠状遺構)埋± 1層 から採取された 1点 と第16次調

査 1区 (堀弥)か ら採取された17点の計18点である。

分析の結果、KS 4C15埋± 1層では珪藻密度が極めて低 く、珪藻が生育 しにくい乾燥した環境であったか、埋土の

堆積時間が早く珪藻が集積 しなかった事などが推定される。

第16次調査 1区の17点は、採取された箇所毎に、1区堆積層、1区北岸堆積層、1区西岸堆積層と大別 し、それぞれ

に分析結果を示す。1区堆積層のV層は、Ⅳ層堆積時の 1区西部における旧表土層とみられるが、陸生珪藻がほとん

どを占め、湿った土壌の陸の環境が示唆される。Ⅲ・Ⅳ層は概ね同様の傾向がみられ、V層に比べ陸生珪藻の占め

る割合が低 くなり、真・好流水性種、流水不定性種の占める割合が高くなる。Ⅱ層は、流水不定性種の占める割合

が高く不安定な水域の環境が推定される。

1区北岸堆積層のXX層は真・好流水性種と流水不定性種の占める割合が高く、水草の生育するやや不安定な流

水域の兵境が示唆される。また、そのような環境で形成された堆積物が盛土として用いられたものと推定される。

XⅥ d層 は陸生珪藻の占める割合が高く、流水不定性種 と中―真塩性種 (汽 ―海水生種)で海水泥質干潟環境指標種

群が比較的多いことか ら、湿った陸の環境から不安定な水域および干潟の環境が推定される。崩落土であることか

ら、海成層を含めて用いられた堆積物が崩落したものと考えられる。X IoXVb層 は、陸生珪藻、流水不定性種で

占められ、真 。好流水性種、真・好止水性種を伴い、真流水性種がXI層では増加することから、X Vb層 では湿っ

た環境から水の流れ込む池沼の環境が示唆され、XI層では流水が著 しくなる。Ⅶ層は、陸生珪藻と中～下流性河

川環境指標種群の真流水性種が多くなることか ら、湿った岸の環境で引水等により流れのある水域に接する環境が

推定される。

1区西岸堆積層のX Xi層 は、流水不定性種と沼沢湿地付着生環境指標種群を含む真 。好流水性種がほとんどを占

め、流れをもつ水域が推定される。またその環境で形成された堆積物が盛土として用いられたものと推定される。

X Ⅷa層 、XⅧb層 は、陸生珪藻の占める割合が高く、真。好止水性種を主に伴う。池沼の岸の湿った汀の状況であっ

たと推定される。 X Ⅲi層は、真・好止水性種の占める割合が高く、池沼が示唆される。X Ⅲf・ X Ⅲh層 は、陸生珪

藻が優占し、中～下流性河川環境指標種群を含む真・好流水性種が比較的多い。こうしたことから、河川か ら引水

された流水域に接する湿った兵境が推定される。X Ⅱa層 は、陸生珪藻の占める割合が高く、湿つた環境が示唆され

る。
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仙台城跡発掘調査16次調査 1区西岸堆積層における主要珪藻ダイアグラム

第76図 第16次調査 1区堆積層における主要珪藻ダイアグラム
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絵図調査報告

仙台城跡を描いた 「肯山公造制城郭木写之略図」を実際に観察した。

1 調査概要

日時 :平成18年 9月 努日 (木) 場所 :宮城県図書館

調査指導 :仙台城跡調査指導委員会 西 和夫 委員

調査者 :文化財課 渡部紀 鈴木隆 鹿野仁子  仙台市博物館 斎藤潤 神奈川大学大学院 大川井寛子

2「肯山公造制城郭木写之略図」について

「肯山公造制城郭木写之略図」 (以下、「木写之略図」という)は、本丸と二の丸の建物跡を内部の部屋割 りまで描いた絵図

である。しかし、存在 しなかった天守などが描かれており、計画図の性格が考えられている。本図については佐藤巧氏によ

り詳細な検討が行われてお り、「天和以前、即ち延宝年代頃における城郭改造整備計画図の如きものでないかとみられる。」

(佐藤 :1986)と されている。また、阿部和彦氏は「仙台城の建築」 (阿部 :2001)|こおいて、当初は延宝年間末から天和初年

に作製された模型の下図であり、のちに大部分の居館部を描き加え元禄年間の中期 ころに現状のような形式になったと考え

られる、 としている。

Ⅶ 絵図・又献資料の調査

襲

響

ケ

埓

方眼の方

→ ―i奉   .

(斜線部)と 方眼方向「肯山公造制城郭木写之略図」の方眼範囲



3 観 察結 果

大きさ 縦188cm 横183cm  平成17年度に修復を行っている

料紙に石垣、土塁、堀などが着色され、それ以外の部分のうち、第終図に斜線で示した範囲に約 3 mm単 位の方眼

の圧痕が施されている (1間 を 1分 )。 方眼の方向は一方向で、二の丸跡東側の区画方向に一致する。方眼は大手の

大身屋敷にはみられないが、大橋対岸の道や、千貫沢北側の道に施されている。

建物跡は、黄色の紙に間仕切 りを描いて貼 り付けているが、ゆがみが生じている箇所も見 られる。紙の色と間仕

切りの描き方は本丸と二の丸で異なる。本丸大広間の間仕切 りが平行でなく、二の丸の描き方のほうが丁寧である。

描き方の順序は、石垣、堀などの着色のあと、空白部に方眼を施 し、紙を貼 り付けている。樹木は方眼の後に描

かれたようで、方眼に沿って絵具がにじんだ痕が見 られる。

参考文献

・佐藤巧「f山 台城館および周辺建築復元考J『イ山台市博物館調査研究報告 第 6号』仙台市博物館 昭和61年 (1986)

。阿部和彦 「仙台城の建築」『イ山台市史 通史編 3 近世 1』 仙台市 平成13年 (2001)

第80図 本丸大広間間仕切 りの描写

第78図 本丸大広間部分 第79図 二の丸建物部分

第81図 二の丸建物間仕切 りの描写

勁

第82図 本丸北西部 第83図 樹木部分の絵具のにじみ



仙台城跡関連絵図調査 その1

は じめ に

仙台城下絵図についての研究は、阿刀田令造氏による「仙台城下絵図の研究」(1936・ 働斎藤報恩会)を晴矢とし、

宮城県図書館収蔵資料については 「絵図・地図解説目録」 (1993)で 詳細な解説が行われている。図書館や郷土資料

所蔵機関等の目録を確認すると、仙台城に関する絵図についてはかなりの数の存在が認められる。今回は、これま

での先行研究および 「仙台市史城館編」編さんの過程での調査成果を参考に、主たる絵図について集成した。

集成表は、県、市文化財指定されたもの、阿刀田令造氏他の研究成果で公刊されているもの、市史編さん過程で

の調査成果などを中心に作成した。資料番号は仮であり、今後変更される可能性があることから、各所蔵機関の登

録番号および出版物に記された番号などをあわせて記した。

資料の実物を調査し評価 していくべきであり、今後も継続的に調査を行う予定である。

絵図の分類

今回の報告では、絵図を以下のとおり分類した。

A城下絵図

城下全体を描いたもので、 a幕府提出用と、 b藩政用に細分した。藩政用には、原図と見 られる精緻なものと、

その写しとみられるものの2種があるため、先行研究の成果にもとづき集成表にその旨を記した。

B城絵図

仙台城を描いたもので、 a幕府提出用、 b藩政用絵図、 cその他、に細分 した。 a幕府提出用は、石垣、土塁等

の修復の際に幕府へ提出した修復窺絵図である。 b藩政用では、城全体を描いたもの、本丸を描いたもの、二の丸

を描いたものにさらに細分した。 cその他 としたものは、儀式などの際の人員配置を描いた絵図などをとりあげた。

Cその他

A,B以 外のもので、 a御修復帳 (藩の施設の個別修復記録)、 b姿絵図、 c絵画資料 (城下を鳥HHt的 に描いた屏

風など)を とりあげた。

今後の予定

今回は、県内所蔵物件を主として収集 したが、今後は他地方の機関所蔵資料についても情報収集を進めていきた

い。たとえば、内閣文庫、尊経閣文庫、池田家文庫などにも仙台城絵図が保管されているため、調査の上で集成 し

ていく予定である。
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台
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仙
台
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仙
台
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図
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阿
刀
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仙

台
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図
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元
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17
78
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7×
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0

『
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本

城
下

町
絵

図
集
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北
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』
写
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人
蔵

仙
台
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絵
図

安
永

元
～
7(
17
72
～
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78
)年

13
02
×

18
48
※
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)斎

藤
報

恩
会

写
し

阿
刀

田
14

仙
台

城
下

絵
図

天
明

3～
寛

政
元

(1
78
3～

17
89
)年

99
9×

15
15
×

『
仙

台
城

下
絵

図
の
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究

』
個

人
旧

蔵
阿

刀
田

15

仙
台

城
下

絵
図

天
明

6～
寛

政
元

(1
78
6～

17
89
)年

効
2×

30
8

仙
台

市
博

物
館

市
阿

刀
田
16
 
市

史
城

館
P3
46
 
市

パ
ン

フ
ち

集
配

12

仙
台

城
下

絵
図

文
化

9～
14
(1
81
2～

18
17
)年
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81
×

11
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※

『
仙

台
城

下
絵

図
の

研
究

』
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明
1・

2年
頃

の
写
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個
人

旧
蔵

阿
刀

田
17

仙
台

城
下

絵
図

文
政
3(

18
20
)年

『
仙

台
城

下
絵

図
の

研
究

』
個

人
旧

蔵
阿

刀
田
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御
城

下
町

割
図

天
保
4(
18
33
)年
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0
宮

城
県

図
書

館
県

県
絵

図
目

録
84

34
安

政
補

正
改

革
仙

府
絵

図
安

政
2～

3(
18
55
～

18
66
)年

15
15
×

14
54
※

『
仙

台
城

下
絵

図
の

研
究

』
第

二
師

団
司

令
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旧
蔵
 

戦
災

で
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失
阿

刀
田
19
 
市

史
城

館
P3
守
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[仙

台
城

下
略

絵
図

]
年

代
不

詳
54
×
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宮

城
県
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書

館
県

印
記
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菊

田
氏

蔵
書

記
」
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絵

図
目

録
85

仙
台
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下

絵
図

江
戸

中
期

仙
台

市
博

物
館

写
し
 

朝
装

仙
台

城
下

絵
図

江
戸

中
～

後
期

仙
台

市
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館

写
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軸
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称

製
作

年
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暦
)

法
量

(縦
×

横
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所
収

指
定

備
考

目
録

等

城
絵

図
幕

府
提

出
用

仙
台

城
修

復
窺

絵
図

元
禄
7(
16
%)
年

(財
)斎

藤
報

恩
会

元
禄

7年
■

月
29
日

付
老

中
奉

書
報

恩
会
AⅢ

つ
7

仙
台

城
修

復
窺

絵
図

宝
永

4(
17
0‐

)年
仙

台
市

博
物

館
宝

永
4年

9月
27
日

付
老

中
奉

書

仙
台

城
普

請
奉

窺
御

絵
図

事
保
6(
17
2D
年

12
0×

12
5

宮
城

県
図

書
館

享
保

6年
■

月
19
日

付
老

中
奉

書
県

絵
図

目
録
85
0 

市
パ

シ
フ

45
集

聴
15

仙
台

城
修

復
窺

絵
図

享
保
6(
17
21
)年

11
8×

12
6

(財
)

斎
藤

報
恩

会
同

上
報

恩
会
A 

Ⅲ
40
1 

市
史

城
館

P3
51

仙
台

城
修

復
窺

絵
図

享
保

10
(1
72
5)
年

『
仙

台
城

の
建

築
』

享
保

Ю
年

10
月

28
日

付
老

中
奉

書

心
陸

奥
国

仙
台

城
普

請
窺

享
保

15
(1
73
0)
年

12
88
×

12
26

宮
城

県
護

国
神

社
享

保
15
年

12
月

7日
付

老
中

奉
書

陸
奥

国
仙

台
城

当
五

月
破

損
之

所
図

元
文
4(
17
39
)年

BO
×

12
3

宮
城

県
図

書
館

元
文

4年
8月

18
日

付
老

中
奉

書
県

絵
図

目
録

84
9

城
絵

図
幕

府
提

出
用

45
仙

台
城

修
復

窺
絵

図
元

文
4(
17
39
)年
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3X
12
9

仙
台

市
博

物
館

同
上

市
史

城
館

P3
52

仙
台

城
修

復
窺

絵
図

元
文
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17
89
)年
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)斎

藤
報

恩
会

同
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藩
政

用

全
体

仙
台

城
絵

図
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1×

94
仙

台
市

博
物

館
城

内
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描
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寛
文
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城

下
絵
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類
似

市
史

城
館
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仙
台

城
絵

図
寛
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天
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間
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2

個
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入

り
(墨
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)
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史
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館
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山
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木
写

之
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図
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3

宮
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県
図

書
館
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絵
図

目
録
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0 

市
史
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館
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市

パ
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集

地
8

仙
台

城
郭

略
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0

宮
城

県
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館
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」
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し

県
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録
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1
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丸
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御
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丸

御
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年
代
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5
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録
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2
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仙
台
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仙

台
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仙
台
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3 

市
史

城
館

P3
58
～

36
9 

市
バ

ン
フ
45

集
lb
 1
9

姿
絵

図
仙

台
城

及
び

江
戸

上
屋

敷
主

要
建

物

姿
絵

図
年

代
不

詳
18
5X
40
65

仙
台
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館
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千
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料
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久
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仙
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風
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3
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年
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台
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図
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仙
台
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館
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史
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図
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館
市
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館
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仙
台
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奥
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絵

図
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仙

台
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博
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館
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史
城
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台
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御
崖

作
眺
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図
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～
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ろ
仙
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史
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館
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仙
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Ⅷ 総括

本年度は仙台城跡遺構確認調査の第 2期 5ヵ 年計画の 1年 目であり、本丸大広間北東周辺の遺構確認調査 (第15

次 )、 三の丸巽門跡周辺の遺構確認調査 (第 16次)を行つた。

これまで大広間跡の調査では、その位置や規模、柱間 (6尺 5寸基準)等を確認している。一昨年度の第10次調

査では、通路の可能性がある、大広間車寄付近か ら御成門付近へ延びる石敷き溝状遺構を検出した。また、御成門

跡の現存する礎石が門の北東角にあたる事をほぼ確定した。昨年度の第12次調査では、大広間雨落ち溝跡北辺の北

約 3mで石敷きを伴う礎石建物跡を 1棟検出した。礎石は 4石がL字形に並び、東西の軸線は大広間跡東西軸線より

北へ20° 振れる。礎石の柱間は約1.5mで ある。大広間跡北側周辺は能舞台の推定地であったが、この建物跡の全体

形状、規模が不明である点やその建物が大広間に先行する事実か ら、能舞台との関連性を指摘するには至 らなかっ

た。 この建物跡の評価は、今後大広間跡に先行する遺構の拡が りを明らかにし、周辺遺構全体の位置関係の中で行っ

ていく必要がある。また、雨落ち溝が改修を受け、それに伴い新たに暗渠状遺構が取 り付 くなど遺構の変遷が明ら

かになった。同年実施 した第13次調査では、堀跡の規模、位置の解明には至 らず今年度第16次調査への課題 となっ

た。土塁裾部の調査では、巽門跡か ら長沼へと続 く石組側溝を良好な状態で検出した。土塁については、厚さ約3.5m

の版築状の積み土を確認した。

今年度の第15次調査は、大広間北東周辺 (1区 )お よび同南東周辺 (2区 )における遺構確認を目的として実施

した。大広間雨落ち溝跡および礎石跡の北東角、南東角を確認した。両角の礎石跡については、隣接してそれぞれ

2基検出され、南東角においては直接の切 り合い関係が認められた。北東角についても時間差のある可能性が高い

ことから、建替の有無等について今後更なる検討が必要である。また、大広間の北東周辺では古い順か ら、南北溝

跡 (KS-4C17熱�)、 整地層 (Ⅲ -1層 )、 東西塀跡 (KS 406)、 暗渠状遺構 (KS-405)、 東西塀跡 (KS-03)の 変遷が明

らかとなった。大広間とその東側に展開する建物、庭園との位置関係や本丸御殿全体の配置、それ らの時間的変遷

を検討してゆく上で重要な成果である。今後、大広間の北側 (第 12次調査)や西側 (第 5・ 7・ 10次調査)における

遺構の変遷と総合し、本丸北側における御殿構成の時間的変化を検討してゆく必要がある。昨年度に続き大広間に

先行する石敷き遺構を検出した。大広間の内外に拡がることか ら、改めて大広間とプランの異なる遺構の存在が確

認された。これ らは共伴する瓦片などか ら近世期の遺構と考えられる。大広間成立以前の、築城期における遺構の

規模やプランの検討は、今後も重要な課題の一つである。これ らの成果を総合 し、仙台城の築城から廃絶まで、本

丸の果たした役割が時間的にどのような変遷を辿ったのか、この問題に考古学的な検討を加えていくことが、今後

の本丸跡における調査の基本的な課題である。

第16次調査は、堀跡 (1区 )、 石組側溝 (2区 )、 土塁 (3区 )に 関連する遺構の確認を目的として実施した。1区

では、それぞれ 3列、2列の杭列を伴 う堀跡の北岸、西岸を確認した。また西岸では斜面に貼 り付いた階段状の集石

を検出した。堀の規模は、南岸が未確認であるため南北幅35m以 上、深さが現地表面より6.35m以上となる。北・西

岸共に盛土により形成されてお り、版築状の堆積構造が認められた。北岸の盛土は、この堀北側の登城路が土橋で

ある可能性を示す。北・西岸の盛土には 2時期の変遷が認められるが、絵図等で確認される堀の形態上の変化 と、

どのように対応するかは今後の検討課題である。2区では現地表面下約 lmで幕末～明治期の旧表土と直下の懐層

を検出した。礫層には遺物が含まれ、人為的なものである可能性がある。石組側溝は検出されず、登城路の幅を確

認するには至 らなかった。3区では版築状の土塁積み土を確認 した。また、土塁構築後に堆積 したⅣ層か らは17世紀

後半、Ⅳ層直上のⅢ層からは18世紀後半か ら19世紀前半を主体とする陶磁器他の遺物が一括で出土した。特にⅣ層

の年代は、二の丸の土塁構築が17世紀前半に行われた可能性を示 している。 これについては、近年巽門から清水門

へ抜けるルー トを大手とする説に関連 して、堀の形状・規模 と共に今後の更なる検討が必要である。



参考 文 献

小倉強 「松島瑞巌寺と仙台城大広間J『イ山台郷土研究』第 2巻第12号 昭和 7年 (1932)

小林清治編 『仙台城 と仙台領の城・要害 (日 本城郭史研究叢書 2)』 昭和57年 (1982)

小林清治 『伊達政宗』 昭和割年 (1959)

佐藤巧 「仙台城居館の変遷とその構成・機能」『近世武士住宅』 昭和54年 (1979)

西和夫 『建築技術史の謎を解 く (続・工匠たちの知恵と工夫 )』 昭和61年 (1986)

西和夫 『図解古建築入門』 平成 3年 (1991)

仙台市教育委員会 『仙台城』 昭和セ年 (1967)

仙台市教育委員会 『仙台城三ノ丸跡』 昭和60年 (1985)

仙台市教育委員会 『仙台城址の自然』 平成 2年 (1990)

東北大学埋蔵文化財調査研究センター『年報 1～ 18』 昭和60～平成17年 (1985～2005)

『仙台城跡石垣修復等調査指導委員会 第 1～ 9回資料』 平成 9～ 12年 (1997～2000)

仙台市建設局 『イ山台城石垣修復工事専門委員会 第 1～ 15回資料』 平成13～16年 (2001～20M)

仙台市教育委員会 『仙台城跡調査指導委員会 第 1～ 15回資料』 平成13～ 18年 (2001～2007)

仙台市教育委員会 『仙台城囲 1～ 6』 平成13年～17年 (2001～ 20∞ )

京都国立博物館『金色のかざリー金属工芸にみる日本美―』 平成15年 (2003)

渡部薫『仙台城本丸大広間の復原的研究』 平成15年度神奈川大学建築学科西研究室卒業研究・修士論

『奥州仙台城絵図』 正保 2・ 3年 (16Ъ 。1646)(齋藤報恩会蔵 )

『仙台城下絵図』 寛文 4年 (1664)(宮 城県図書館蔵 )

『仙台城及び江戸上屋敷主要建物姿絵図』 (イ山台市博物館蔵・千田家資料 )

『御本丸大広間地絵図』 (齋藤報恩会蔵)

『青葉城御本丸之図』 (イ山台市博物館蔵)

『御本丸御家作御絵図』 明治元年 (1868)(宮城県図書館蔵 )

『仙台城旧御本丸御屋形図』 明治26年 (1893)遠藤允信追記 (仙台市博物館蔵 )

『伊達治家記録』 (貞 山公治家記録 )

『仙台古文記』 慶長7年 (1602)(伊 達家御給主 高梨家文書 平成 5年 (1993)所 収 )

『御本丸拝見覚書』 安永 4年 (1775)安 倍彦右衛門記 (仙台市史 昭和 4年 (1929)所 収 )

『能楽全書 第四巻 能の演出』東京創元社 昭和盟年 (1979)

西秋良宏編『東京大学コレクションェ 加賀殿再訪』 東京大学出版会 平成12年 (2000)

追川吉生『江戸のミクロコスモス 加賀藩江戸屋敷』 新泉社 平成16年 (20M)

甲崎光彦『武家屋敷―尾張藩上屋敷―』 季刊考古学53 平成 7年 (1995)

成瀬晃司『東大構内の遺跡か ら』 季刊考古学53 平成 7年 (1995)

『特別史跡彦根城跡表御殿発掘調査報告書』彦根城博物館 昭和63年 (1鋸8)

矢野顕蔵『仙台藩祖尊王事蹟』 明治32年 (1899)

伊達邦宗『伊達家史叢談 巻之五』大正10年 (1921)復刻版『伊達家史叢談』今野印刷 平成13年 (2001)

第二師団司令部『仙台城沿革』第二師団司令部 大正15年 (1926)

小倉強『仙台城の建築』仙台工業高等学校 昭和 5年 (1930)

阿刀田礼造『仙台城下絵図の研究』働斎藤報恩会 昭和11年 (19箭 )

小倉強「仙台城大広間絵図に就て」『イ山台郷土研究 第十二巻第十一号』仙台郷土研究会 昭和17年 (192)

仙台市文化財保護委員会『仙台城』仙台市教育委員会 昭和42年 (1967)

98



佐藤巧 F近世武士住宅』叢文社 昭和割年 (1979)

渡辺信夫編『日本城下町絵図集・
.東

北編』鶴昭和札文社 昭和55年 (1980)

佐藤巧「仙台城の建築と姿絵図」『東北大学建築学報 第21号』東北大学建築学科 昭和56年 (1981)

働斎藤報恩会郷土資料―図書分類目録 其― (東北地方関係古文書目録)其二 (常盤文庫)昭和62年 (1987)

宮城県図書館『宮城県図書館所蔵絵図・地図解説目録』宮城県図書館 平成5年 (1993)

高倉淳ほか 5名『絵図・地図で見る仙台 第一輯』今野印刷 平成 6年 (19941

東北歴史資料館『東北歴史資料館 資料集37 宮城の古絵図』東北歴史資1料館 平成6年 (1994J

仙台市史編さん委員会『仙台市史 特別編4 市民生活』仙台市 平成 9年 (1997)

仙台市教育委員会『仙台市文化財パンフレット第沓集 仙台城下絵図の魅力 社の都のうつりかわり』

平成13年 (2001)

仙台市博物館『仙台城―しろ。まち・ひと一』 平成13年 (2001)

吉岡一男ほか6名『絵図・地図で見る仙台 第二輯』今野印刷 平成17年 C2005)

臼杵市教育委員会『臼杵市所蔵絵図資料群調査報告書』 平成17年 (2005)

仙台市史編さん委員会『仙台市史 特別編 7 城館』仙台市 平成18年 (20∝ )

『復荊古地図 安永年間 仙台御城下絵図』人文社

99



報 告 書 抄 録

ふ  り が な せんだいじょうあと

書 名 仙台城跡 7

副  書  名 ―平成 18年度 調査報告書―

巻 次 7

シ リ ー ズ 名 仙台市文化財調査報告書

シ リー ズ 番 号 第309集

編 著 者 名 渡部 紀 。鈴木 隆・鹿野仁子

編 集 機 関 仙台市教育委員会

所 在 地 〒980-8671 仙台市青葉区国分町3丁 目7-l TEL022-214-8544

発 行 年 月 日 2007年3月 31日

ふ り が な

所収遺跡名
ふ り が な

所 在 地 調 査 地 点

コー ド

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

04100 01033

耳ヒ漁専 東経

せん だい じょう あと

仙 台 城 跡
宮城県仙台市

青葉区川内地内

大広間跡

(6次 )

[第 15次調査 ]

38° 15′ 02〃 140° 51′ 35″

2006.6.1

20068.4

311∬

重要遺跡の

遺構確認

調査三の丸跡

(2次 )

[第 16次調査 ]

38° 15′ 07〃 140° 51′ 41〃

200691

2006.11.30

522n正

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

仙台城跡 城館跡 江戸時代

礎石跡・雨

落ち溝跡・

塀跡・堀跡・

土塁

陶磁器・瓦・

金属製品 。

石製品・木

製品

第 15次調査では、大広間跡の

北東・南東角を確認し、それに

先行す る石敷 き遺構 を検 出 し

た。また大広間の北東周辺では

塀跡や暗渠状遺構など、遺構の

変遷が明らかになった。

第 16次調査では、杭列や集石

を伴う堀跡の北岸、西岸を検出
した。三の丸の上塁内部では、

18世紀後半か ら19世紀前半の陶

磁器等が出土した。
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